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の
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3ス メ ロキ〈木神〉たちの 「言向け」 と統辞

一

木
の
母
音
交
替
と
そ
の
神
格
性

古
事
記
に
お

い
て
、
天
地
発
初
時
に
高
天
原
に
成
る
神

々
は
、
三
柱

の
独
神

・
二
柱

の
独
神

(五
柱

の
別
天
神
)
、
さ
ら
に
二
柱
の
独

神

と
五
組
の
双
神
を
合
せ
た
神
代
七
代
と

い
う
よ
う

に
、
様

々
な
始
祖
神
が
統
合
さ
れ
グ
ル
ー
プ
別
け
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の

神

々
は
、
「柱
」
と
数
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。
春
日
祭
祝
詞

の
冒
頭
に
も
、
「四
柱
の
皇
神
等

の
広
前
に
白
く
」
な
ど
と
も
あ
る
が
、
他

方

、
日
本
書
紀

で
は
、
「七
神

・
二
神
」
と

い
う
よ
う
に
も

っ
ぱ
ら
数
を
じ
か
に

「神
」
で
承
け
て
記
述
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、

神

を

ハ
シ
ラ
と
数
え
る
の
は
漢
語
感
覚
か
ら
入

っ
た
も
の
で
は
な

い
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
な
ぜ
神
を

ハ
シ
ラ
と
数
え
る
か
は
、

○
是
の
時
に
、
天
地
相
去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら
ず
。
故
、
天
柱
を
以
て
、
(日
神
を
)
天
上
に
挙
ぐ
。

(神
代
紀
上

第
五
巻

本
文
)

な
ど
と

い
う
よ
う

に
、
神

々
は
天
地
の
間
を
柱
を
伝

っ
て
昇
降
す
る
、
あ
る
い
は
、
柱
が
神

の
依
り
代
だ

っ
た
か
ら
、
と
い
う
あ
た
り
の

お
ん
ば
し
ら

　エ

理
解
が

一
般
に
な
さ
れ
て
い
る
。
今
に
伝
わ
る
長
野
県
諏
訪
大
社

の

御
柱

祭
、
ま
た
、
伊
勢
神
宮
の
遷
宮

の
用
材
切
出
し
の
祭
儀
、
あ

し
ん
ば
し
ら

る

い
は
近
代
新
興
の
天
理
教
の

「
真
柱

(教
主
)」
と

い
う
発
想
等
か
ら
も
、
柱
の
神
格
と
し
て
の
象
徴
性
は
、
今
も
そ
れ
な
り
に
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
天
地
初
発
時
の
神

々
は
、
ウ

マ
シ
ア
シ
カ
ビ
ピ
コ
ヂ
と

い
う
葦

の
芽
神
や
、
ウ
ヒ
ヂ
ニ

・
ス
ヒ
ヂ

ニ
と

い
う
泥
土

の
神
な

　
　

ど

の
葦
原
中
国
系

の
神
、
そ
し
て
塩

コ
ヲ
ロ
コ
ヲ
ロ
に
画
き
鳴
し
て
国
生
み
を
始
め
る
イ
ザ
ナ
ギ

(凪
)

・
イ
ザ

ナ
ミ

(波
)
と

い
う
海

　
ヨ

人
系

の
神
な
ど
が
主
要
な
位
置
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
神

々
が
本
来

ハ
シ
ラ
な
ど
と
数
え
ら
れ
る
存
在
だ

っ
た
と
は
と

て
も
思
え
な
い
。

と

り
わ
け
、

い
ざ
よ
う
波
と
朝
夕

の
凪
の
交
互
の
繰
り
返
し
と

い
う
海
の
曲豆
か
な
生
成
力
の
象
徴
性
が
明
白
な
双
神
の
名
称
は
、
柱
な
ど

と

は
も
と
も
と
無
縁
で
あ
る
。

3
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ま
た
後

に
、
「
此
二
柱
神
」
が
、
数

々
の
島
を
生
み
国
を
生
み
、
生
み
の
果
て
に

「
火
之
迦
具
土
神
」
を
生
ん
だ
た
め
に
、
母
イ
ザ
ナ

ミ
が
焼
か
れ
て
死
に
至
る
が
、
そ
の
際
古
事
記
で
は
夫
イ
ザ
ナ
ギ
が
、

○
愛
し
き
我
が
な
に
妹
の
命
を
、
子
の
一
木
に
易
へ
つ
る
か
も
。

と

い

っ
て
実
泣
す
る
。
火
の
神
を

「
一
木
」
と

い
う
の
も
妙

で
あ
り
、
書
紀
に
は
こ
れ
も

コ

児
L
と
い
う
用
語
で
し
か
出
な
い
も
の
で

あ
る
。
二
章
で
も
見
る
よ
う
に
、
古
事
記
は
、
神
代
部
分
で
神
々
の
特
定
の
ミ

コ
ト

(台
詞
)
を
、
伝
承
の
い
わ
ゆ
る
固
定
領
域
と
し
て
、

古
伝
承
の
語
り
口
そ
の
ま
ま
に
残
し
て
記
そ
う
と
し
た
傾
向
が
あ
り
、
か

つ
て
子
ど
も
な

い
し
神
格
を
、
「
一
つ
木
、
二

つ
木
」
と
数
え

あ
も

お
み

み
や
つ
こ

「

造

木

」

(
万

九

〇
)

と

(
万

三

二

二

)

る

こ

と

も

あ

っ
た

こ

と

が

知

ら

れ

る

も

の

で
あ

る

。

「
母

の
木

」

(
神

武

即

位

前

紀

)

「
臣

の

木

」

い
う

語

も

あ

っ
て

、

あ

れ

こ

れ

の
木

を

人

に

、

あ

る

い
は

人

を

木

に
な

ず

ら

え

る

こ

と

が

あ

っ
た

こ

と

も

窺

わ

れ

る

。

「
木

」

と

い
え

ば

、

古

事

記

の
中

で

も

中

心

的

な

木

の
神

に

「
高

木

神

」

が

あ

る

。

こ

の
神

は

、

葦

原

中

国

の
平

定

を

指

揮

し

て

、

高

天

原

に
並

立

す

る
神

々
、

天

照

大

御

神

と

高

御

産

日
神

に
か

か

わ

っ
て

、

○
天
若

日
子
、
天

つ
神

の
賜

へ
り

し
天
之
波
士
弓

・
天
之
加
久
矢
を
持
ち

て
、
其

の
雑
を
射
殺
し
き
。
圷
に
其
の
矢
、
錐

の
胸
よ
り
通
り

て
、
逆
に
射
上
げ

ら
え

て
、
天
安
河

の
河
原
に
座

す
天
照
大
御
神

・
高
木
神

の
御
所

に
逮
り
き
。
是

の
高
木
神
は
、
高
御
産

日
神
の
別
名
ぞ
。
故
、
高
木
神
、
其
の
矢
を
取

り

て
見
た
ま
え
ば
…
…
。

と

、

唐

突

に
高

御

産

日
神

の
別

名

と

し

て

出

現

す

る

。

そ

し

て
以

後

、

天

鳥

船

神

と

建

御

雷

神

の

二
神

が

出

雲

に

つ
か

わ

さ

れ

、

大

国

主

神

に

服

従

を

迫

る

際

、

○

「
天
照
大
御
神

・
高
木
神

の
命

以
ち
て
、
問

ひ
に
使
は
せ
り
。
汝

の
ウ
シ

バ
ケ
ル
葦
原
中
国
は
、
我
が
御
子

の
知
ら
す

国
ぞ
と
、
言
依

さ
し
賜
ひ
き
。
故

、

汝

の
心
奈
何
に
」

4



5ス メロキ〈木神〉たちの 「、㌻向け」 と統 辞

と

、
そ
の
命
に
よ

っ
て
平
定

に
赴

い
た
こ
と
を
宣
言
す
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
い
よ

い
よ
降
下
す
る
天
孫
、
天
津
日
子
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
ノ
命
は
、

「
高
木
神

の
女
、
万
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
」
が
母
だ
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

高
木
神
は
、
こ
れ
も
書
紀
に
は
触
れ
ら
れ
な

い
名

で
あ
る
。
た
だ
し
、
も

っ
ぱ
ら
高
御
産
日
神
と
さ
れ
る
書
紀

の
右
相
当
部
分
で
の
母

へ

よ

し

く

え

の

名

は

、

「
拷

幡

千

々

姫

」

と

さ

れ

、

い
ず

れ

も

「
幡

」

を

含

み

、

「
拷

幡

」

で
も

分

か

る

よ

う

に

、

ハ
タ

と

は

後

に

「
妙

」

と

も

さ

れ

る

樹

皮

の

繊

維

か

ら

織

ら

れ

る

布

吊

で

あ

る

。

そ

の
点

で

、

天

孫

ニ

ニ
ギ

の
外

祖

父

を

「
木

神

」

と

す

る

の
は

、

理

に

か

な

う

面

も

あ

る
。

書

紀

は

、

高

木

神

の
名

を

出

さ

な

い
代

り

の

よ
う

に

、

木

の
神

話

を

ス

サ

ノ

ヲ

の
系

譜

に

列

な

る

記

し

方

を

し

て

い
る

。

○
初
め

五
十
猛
神
、
天
降
り
ま
す
時
に
、
多

に
樹
種
を
将
ち

て
下
る
。
然
れ
ど
も
韓
国
に
殖
ゑ
ず

し
て
尽

に
持
ち
帰
る
。
遂
に
筑
紫
よ
り
始

め
て
、
凡

て
大

八
洲
国

の
内

に
、
播
殖
し
て
青

山
に
成

さ
ず
と

い
ふ
こ
と
な
し
。
所
以

に
、
五
十
猛
命

を
称
け
て
有
功

の
神
と
す
。
即
ち
紀
伊
国
に
所
坐
す
大
神
是
な
り
。

(神
代
紀
上

第
八
段

第

四
書
)

○
素
蔓
鳴
尊

の
曰
は
く
、
「韓

郷
の
嶋

に
は
、
是
金

銀
有

り
。
若
使

吾
が
児

の
所
御
す
国

に
、
浮
宝
有
ら
ず
は
未
だ
佳
か
ら
じ
」
と

の
た
ま

ひ
て
、
乃
ち
髪

鷺
を
抜
き

て
散

つ
。
即
ち
杉

に
成
る
。
又
、
胸
の
毛
を
抜
き
散

つ
。
是
、
檜

に
成
る
。
尻

の
毛
は
、
是
披

に
成
る
。
眉

の
毛

は
、
是
橡
樟
に
成

る
。
巳

に

し
て
其

の
用
う

べ
き
も

の
を
定
む
。
乃
ち
称
し

て
曰
く
、
「
杉
及
び
橡
樟
、
此

の
両
樹
は
、
以

て
浮
宝
と
す

べ
し
。
檜
は
以
て
瑞
宮
を
為

る
材

に
す

べ
し
。

披
は
以

て
顕
見
蒼
生

の
奥
津
棄
.11
に
将
ち
臥
さ
む
具
に
す

べ
し
。
夫

の
畷

ふ
べ
き
八
十
木
種
、
皆
能
く
播
し
生
う
」
と

の
た
ま

ふ
。
時

に
素
菱
鳴
尊

の
子

を
、
号
け
て
亙
卜

猛
命
と

日
す
。
妹
大
屋
津
姫
命
。
次

に
机
津
姫
命

。
凡
て
此

の
.一.神
、
亦
能
く
木
種
を
分
布
す
。
即
ち
紀
伊

国
に
渡
し
奉
る
。

(同

第
五
書

)

ス

サ

ノ

ヲ

の

子

、

五

十

猛

命

が

主

要

な

木

種

を

伝

え

、

大

八

洲

の
内

に
播

き

植

え

た

と

い
う

神

話

で
、

古

事

記

の

よ
う

に
木

そ

の
も

の

を

神

格

化

し

て

語

る

の

で

は

な

い
が

、

木

の
始

源

へ
の

神

秘

感

覚

を

伝

え

て

興

味

深

い
。

そ

こ

に
見

え

る

「
韓

国

・
筑

紫

・
紀

伊

国

」

と

5
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い
う

と

り

た

て

て

の
地

名

も

、

そ

れ

な

り

の
示

唆

的

な

意

味

を

も

つ
と

思

わ

れ

る

が

、

そ

の
件

は

追

っ
て
考

え

た

い
。

「
木

神

」
と

い
う

言

い
方

で

記

紀

が

ス
ト

レ

ー

ト

に

記

す

の

は

、
実

は

こ

れ

ま

で

見

た

以

外

の
次

の
よ

う

な

記

述

で
あ

る

。
イ

ザ

ナ

ギ

・

イ

ザ

ナ

ミ

の
神

生

み

中

に

、

古

事

記

で

は

、

○
次

に
風

の
神
、
名
は
シ
ナ

ツ
ピ

コ
神
を

生
み
、
次

に
木

の
神
、
名
は
久
久
能
智
神
を
生
み
、
次
に
山

の
神
、
名
は
大
山
津
見
神
を
生
み
、
次

に
野

の
神
、

名
は
カ
ヤ
ノ
ヒ
メ
神
を
生
み
き

。

と

あ

り

、

書

紀

に
も

、

○
次
に
海
を
生
む
。
次
に
川
を
生
む
。
次

に
山
を
生
む
。
次

に
木

の
祖
句
句

廼
馳
を
生
む
。
次
に
草

の
祖
草
野
姫
を
生
む
。

○
山
神
等
を
山
砥
と
号
す
。
水
門
神
等
を
速
秋
津
日
命
と
号
す
。
木
神
等

を
句
句
廼
馳
と
号
す
。
土
神
を
埴
安
神
と
号
す
。

と

、

仮

名

表

記

を

し

て
そ

の
呼

称

が

丁

寧

に
記

さ

れ

る

「
ク

ク

ノ

チ

」

で

あ

る

。

大

殿

祭

祝

詞

に
は

、

○
…
…
平

ら
け
く
安
ら
け
く
護
り
ま

つ
る
神
の
御
名
を

曰
く
、
屋
船
久
久

遅
神
日疋
木
霊
也
。
屋
船
豊
宇
気
姫
命
是
稲
霊
也
。
…
…

と

、

殿

を

守

る

筆

頭

と

し

て
稲

霊

曲
豆
う

け

姫

と

共

に
称

名

さ

れ

る

。

ク

ク

の
音

は

、

「
木

だ

(
11
な

)

物

(果

実

)
」

古

音

と

見

ら

れ

て

い
る

。

お

そ

ら

く

、

古

事

記

で

並

記

さ

れ

る

、

風

神

シ

ナ

ツ

ヒ

コ

の

シ

草

の

カ

ヤ

な

ど

と

共

に

、

く

え

ひ

こ

く

え

ひ
こ

な

る

「久
延
毘
古
」
は
、
天
下

の
事
を
何
で
も
知

っ
て
い
る

「木
兄
彦

(木
神

の
兄
さ
ん
)」

で
あ
ろ
う
。

く

め

や
久

米
歌
を
伝
え

る
久
米
部
の
ク
な
ど
も
、
関
連

の
音
か
も
知
れ
な
い
。
平
安
時
代

の
文
献
に
、

れ

て
記
さ
れ
る

「
ク
グ
ツ

(木
偶

た
と
見
ら
れ
る
。
ク
ダ
物
の
ク
と
は
、
そ
の
よ
う
に
い
わ
ば
は
る
か
神
代
か
ら
の
貴
重
な
伝
承
音
で
も
あ
る
。

(第
五
段

本
文
)

(同

第
六
書
)

(ア
ラ
シ

・
ニ
シ
な
ど

に
含
ま
れ
て
残
る
)

一
群
の
古
層

(部
族
)
語
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
古
事
記

の
出
雲
系
神
話
に
見
え
る
山
田

の
ソ
ホ
ド

(案
山
子
)

く

ず

あ
る

い
は
吉
野
の
国
巣
の
ク

貴
族
的
視
点
か
ら
そ
の
異
風
が
注
目
さ

偲
偏
子
)
L
は
、
木
神
の
形
代

(人
形
)
を
操

っ
て
芸
能
化
し
、
細
々
生
き

て
い
た
少
数
部
族
だ

っ

に
通
じ
る
木
を
指
すや

、
6



7ス メロキ〈木神〉たちの 「前司け」 と統辞

古
事
記
に
は
さ
ら
に
、

○
次
に
久
久
年
神
。
次
に
久
久
紀
若
室
葛
根
神
。

と

い
う
、
ク
ク
と

い
う
音
を
も

つ
二
神
の
名

の
み
が
挙
る
。
「久
久
年
神
」
と
は
、
木

の
年
輪

の
神
を

い
う
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
今

一
つ
は
、
大
殿
祭
祝
詞
の
屋
守

の
神

「
屋
船
久
久
遅
命
」

に
通
ず
る
か
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
分

か
ら
な

い
。

木
を
指
す
声

(音
)
に
は
、

一
般
的
な
キ

(特
殊
仮
名
乙
類

左
傍
線
表
示
)
、
そ
し
て
右

の
ク
と

い
う
音
の
外

に
、
キ
の
交
替
形
と

コ

タ
マ

も

い
わ

れ

る

「
木

霊

(和

名

抄

訓

)
」

の

コ

の
音

が

あ

る
。

記

紀

歌

謡

の
中

で

は

、

「
コ
の

間

・
コ
の
葉

・
コ
幡

(
地

名

)

・
コ
鍬

・
コ

の

キ
し

根

」

(
記

)

「
コ
の

問

・
コ
立

ち

」

(
紀

)

と

、

名

詞

に
直

接

す

る

か

、

助

詞

ノ

で

承

け

て
連

体

す

る

形

で
残

り

、

「
百

枝

槻

の
木

・
な

つ

の

を木
」
な
ど
独
立
用
法
的
な
キ
に
対
す
る
被
覆
形
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
し
か
に
コ
は
、
独
立
形
と
見
ら
れ
る
形
は
古
文
献
上
に
見

ロズ

レ

へ

当

ら

な

い
。

し

か

し

キ

の
方

は

、

「
木

の

国

・
木

の

子

(
茸

)

・
木

の

兄

・
弟

(干

支

)
」

等

ノ

で
承

け

る
も

の
、

「
木

人

・
木

目

・
木

樵

」

や

「
木

曽

・
木

山

・
木

元

・
木

田
」

等

地

名

・
人

名

に

残

る
も

の
等

、

被

覆

形

に

も

な

っ
て

い

る
。

キ

が

被

覆

さ

れ

る

と

コ
に

な

る

の

で

な

く

、

キ

と

は

別

に
あ

っ
た

コ

の
音

が

、

古

代

文

献

用

語

な

ど

で

は

、

慣

用

的

に

複

合

語

中

で

用

い
ら

れ

た

と

見

る

べ
き

も

の

だ

ろ
う

。

木

に

は

さ

ら

に

ケ

と

聞

き

と

ら

れ

る

指

示

音

声

も

あ

っ
た

と

、

書

紀

等

が

記

し

残

し

て

い

る
。

○

二
を
ば
耳
垂
と

日
ふ
。
残
ひ
賊
り

、
貧
り
禁
き
て
屡
人
民
を
略
む
。
是

(豊
前
国
)
御
木
木
此
ム
開
の
川
ヒ
に
居
り
。

(景
行
紀
f

二
年
)

○
秋
七
月
辛
卯

の
朔
甲
午
に
、
筑
紫
後
国

の
御
木

に
到
り
て
、
高

田
行
宮

に
居
し
ま
す
。
時

に
優
れ
た
る
樹
有
り
。
長
さ
九
百
七
千
丈
。
百
寮
、
其

の
樹
を

踏

み
て
往
来

ふ
。
時
人
歌
し
て
日
く
、
「朝
霜

の

禰
概

の
さ
小
橋

前

つ
君

い
渡
ら
す
も

禰
開
の
さ
小
橋
」
…
…
天
皇

の
日
は
く
、
「是

の
樹

(歴

木

)
は
神
木
な
り
。
故
是

の
国
を
御
木
国
と
号

べ
」
と

の
た
ま

ふ
。

(同

卜

八
年
)

○
筑
後

の
国
の
風
土
記

に
云
は
く
、
三
毛

の
郡
。
云

々
。
皆
、
棟

木

一
株
、
郡
家

の
南

に
生
ひ
た
り
き
。
…
…
因
り
て
御
木

の
国
と
日
ひ
き
。
後

の
人
詑
り

7



8

て
三
毛
と
日
ひ
て
、
今

は
郡

の
名
と
為
。

(釈
日
本
紀
十
)

万

葉

集

防

人

歌

中

に

は

、

「
麻

気

婆

之

良

(
真

木

柱

)
」

(
四

三

一
四

)

「
麻

都

能

気

(
松

の
木

)
」

(
四

三

七

五

)

と

い

っ
た
表

記

も

見

ら

れ

る

。

そ

れ

ら

か

ら

す

る

と

、

少

く

と

も

筑

紫

周

辺

(あ

る

い
は

東

国

も

?

)

の
木

の
地

域

語

音

に

は

、

ケ
と

表

記

す

る
程

、

そ

の
異

音

性

が

耳

に
立

つ
音

が

あ

っ
た

と

い
う

こ

と

だ

ろ
う

。

な

お

、

「
オ

ケ

(意

祁

・
意

計

)

・
ヲ

ケ

(
衰

祁

.
弘

計

)
」

と

い
う

、
後

に
仁

賢

.

顕

宗

と

し

て
皇

位

に

つ
く

兄

弟

の
命

の
名

が

あ

り

、

「
オ
列

(意

祁

)

ツ
姫

」

と

い
う

名

も

見

え

る
。

こ
れ

ら

甲

類

の

ケ

も

、

や

は

り

木

の

こ

と

だ

っ
た

の
か

も

知

れ

な

い
。

そ

し

て
ま

た

、

○

つ
ぎ
ね

ふ

山
代
女

の

木
鍬
持
ち

打
ち
し
大
根

さ
わ
さ
わ

に

汝
が

い
へ
せ
こ
そ

打
ち
渡
す

夜
賀
波
延
な
す

来
入
り
参
来

れ(記
下

仁
徳
)

と

い
う

「
ヤ

カ

ハ

エ
」

を

、
古

事

記

伝

等

の

説

に

よ

り

、
祝

詞

(
春

日
祭

・
平

野

祭

)

に
あ

る

「
ヤ

ク

ハ

エ
」
と

同

様

と

し

「
弥

木

栄

え

」

だ

と

と

る
な

ら

、

カ

と

い
う

音

も

あ

っ
た

の
だ

ろ
う

か

。

カ

(
ン
)

ナ

(鉋

)
、

削

り

ヵ

ス

(
ク
ヅ

)

の

カ

な

ど

が

連

想

さ

れ

る

が

、
木

々

の

個

別

名

と

な

る
と

、
頭

音

に

カ

の

つ
く

木

は

、

カ

シ

(橿

)

・
カ

シ

バ

(柏

)

・
カ

ツ
ラ

(楓

・
桂

)

・
カ

ヂ

(殻

)

・
カ

キ

(柿

)

.

カ

バ

(樺

)
な

ど

と

少

く

な

い
。
こ

れ

は

、
キ

の
方

が

、
キ

リ

(
桐

)
と

い

っ
た

頭

音

よ
り

も

、
ツ
キ

(槻

)

・
マ
キ

(
槙

)

・
ス

ギ

(杉

)

.

サ

カ

キ

(榊

)

・
ヒ

サ

キ

(椴

)

・
ヒ

ヒ

ラ

キ

(
柊

)

・
エ

ノ

キ

(榎

)

・
ヒ

ノ

キ

(檜

)

な

ど

と

、

語

尾

に

つ
く

も

の

が
多

い

の
と

対

照

的

で

あ

る

。

な

お

、

ク

は

、

ク

ス

(楠

)

・
ク

リ

(
栗

)

・
ク

ハ

(桑

)

・
ク

ル

ミ

(胡

桃

)

・
ク

ヌ

ギ

(
櫟

)
、

ム

ク

(
椋

)

・
タ

ク

(拷

)

と

頭

音

に
も

尾

音

に
も

な

る
。

ケ

は

、

ツ

ゲ

(黄

楊

)

・
モ
ケ

(
木

瓜

)
、

ケ

ヤ

キ

(櫻

)

な

ど

。
h
r
に

つ

い

て
は

目

ぼ

し

い

名

は

な

い
。

文

献

上

の
古

代

語

に

お

い

て
、

木

が

そ

の
指

示

音

声

を

カ

・
キ

・
ク

・
ケ

・
コ

の
五

つ
以

上

に
も

わ

た

る

交

替

音

を

書

き

残

す

こ

と

は

、
8
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す

こ
ぶ
る
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
よ
う
に
多
母
音
の
交
替
形
を
残
す
同

一
語
は
、
他
に
見
当
ら
な
い
。
音
声

(発
音
)
と
音
韻
観
念
と
文

字
表
記
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
幼
時
か
ら
五
十
音

で
音
韻
と
文
字
と
の

一
体
的
な
感
覚
を
す
り
込
ま
れ
、
か
つ

一
律
の
正
書
法
を
も

つ

近
代
以
降
の
日
本
人
の
感
覚
は
、
基
本
的
に
無
文
字

に
近

い
か
、
正
書
法
意
識
の
ゆ
る
や
か
な
人
々
の
感
覚
と
は
異
な
る
こ
と
を
十
分
配

　
ら

慮

し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
少
な
く
と
も

「木
」
に

つ
い
て
は
、
古
代
、
特
別
に
耳
を
そ
ば
だ
て
て
そ

の
発
音

の
区
別
を
聞
き

と
り
書
き
と

っ
た
ら
し

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
語
り
を

口
承
し
た
人
々
、
も
し
く
は
記
紀

の
記
述
に
か
か
わ

っ
た

人

々
の

「木
」

へ
の
関
心

の
強
さ
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。

神

々
は
、
根
元
的
に

「木
」
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
、

一
律
に

「
は
し
ら
」
と
す
る
数
え
方
に
も
繋

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
神
武
紀

に
よ
る
と
、
天
皇
は
、
「今
諸
の
虜
已
に
平
け
て
海
内
事
無
し
」
と

一
仕
事
終
え
て
後
、
「天
神
を
郊
祀
り
て
用
て
大
孝
を
申

べ
た
ま
ふ
べ

し
」
と

い
う
こ
と
で
、

ま

つ

り

の

に

は

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

○
乃
ち

霊

時

を
鳥
見
山

の
中

に
立
て
て
、
其
地
を
号
け
て
上
小
野

の
榛
原

・
下
小
野

の
榛
原
と
日
ふ
。
用

て
皇
祖
天
神
を
祭
り
た
ま
ふ
。

(神
武
紀
四
年
)

と

記

さ

れ

る
。

皇

祖

・
天

神

を

祭

る

ニ

ハ
を

木

の
茂

る

鳥

見

山

の

中

に

求

め

た

の

で
あ

る

。

た

だ

し

そ

こ
を

「
榛

原

」

と

し

た

こ
と

に

つ

い

て

は

、

前

々
稿

(
注

3

)

二
章

で
考

察

し

た

神

武

母

系

(
海

神

)

の
祭

り

の

場

、

「
ソ

ヒ

」

の

榛

原

の
豊

楽

も

、

い
わ

ば

「
言

向

け
」

統

べ

よ

う

と

し

て

の

こ

と

だ

っ
た

と

思

わ

れ

る

。

神

武

紀

は

、
あ

ま

り

に
お

ぼ

ろ

な

神

代

の
昔

と

い
う

の

で

あ

れ
ば

、
ヤ

マ
ト

タ

ケ

ル
と

タ

ケ

内

宿

祢

を

擁

し

、
国

々

の

「
言
向

け

和

し
」

に
精

力

を

注

い
だ

景

行

紀

(先

の

「
御

木

の
さ

小

橋

」

等

な

ぜ

か

木

に
か

か

わ

る

記

事

が

多

い
)

で
見

て

み

よ

う

。

〇
三
年
春

二
月
の
庚
寅

の
朔

に
、
紀
伊
国
に
幸

し
て
、
群

の
神
祇
を
祭
祀
ら
む
と
ト

ふ
る
に
、
吉
か
ら
ず
。
乃
ち
車
駕
止
み
ぬ
。

屋
主
忍
男
武
雄
心
命
を
遣

し
て
祭

ら
し
む
。
袋

に
屋
主
忍
男
武
雄

心
命
、
詣
し
て
阿
備

の
柏
原

に
居
て
、
神
祇
を
祭
祀
る
。
傍
り
て
住
む

こ
と
九
年
あ
り
。
則
ち
紀
直
が
遠
祖
菟
道

9
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彦

が
女
影
媛
を
嬰
り
て
武
内
宿
祢
を
生
ま

し
む
。

天
皇

が

群

神

祇

祭

祀

の
場

を

紀

伊

国

と

し

た

の
は

な

ぜ

か

は

不

明

だ

が

、

こ

こ

は

む

し

ろ

そ

の
こ

と

が

武

内

宿

祢

(
三
章

参

照

)

の
誕

生

に

つ
な

が

っ
た

こ

と

を

明

記

し

よ

う

と

し

た

可

能

性

も

あ

る
だ

ろ

う

。

と

ま

れ

、

皇

祖

・
天

神

あ

る

い
は

群

神

祇

の

祭

祀

は

、

山

中

な

い
し

榛

原

・
柏

原

と

い

っ
た

特

定

の
木

原

で

な

さ

れ

る
も

の
だ

っ
た

こ

と

が

注

目

さ

れ

る

。

そ

し

て

そ

こ

で

は

、

○
高
皇
産
霊
尊
、
因
り
て
勅

し
て
曰
は
く
、
「吾

は
天
津
神
籠
及
び
天
津
磐
境
を
起
樹
て
て
、
当
に
吾
孫

の
為
に
斎
ひ
奉
ら
む
。
汝
、
天
児
屋
命

.
太
玉
命
は
、

天
津
神
擁
を
持
ち

て
、
葦

原
中
国

に
降
り
て
、
亦
吾
孫

の
為
に
斎
ひ
奉
れ
」

(神
代
紀
下
)

○
故
、
天
照
大
神
を
以
て
は
、
曲
豆
鍬
入
姫
命
に
託
け
ま

つ
り

て
、
倭
の
笠
縫
邑

に
祭
る
。
伍
り

て
磯
堅
城
の
神
簾
神
擁
此
云
、
比
葬
昂
岐
を
立

つ
。

(崇
神
紀
六
年
)

き

と

い
う
ヒ
モ
ロ
割
も
起
樹
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ヒ
モ
ロ
キ
は
、
「起
樹
」
と
あ
る
と
お
り
実
態
は
木
で
あ
る
が
、
こ
の
岐

の
仮
名
は
甲
類
で
、

乙
類
の
木
と
は
異
な
る
の
で
、
古
事
記
伝

(宣
長
)
が
説
く
よ
う
な
木

の
こ
と
で
は
な

い
と
す
る
の
が
、
最
近
の
説

の
大
勢
で
あ
る
。
祝

詞

の
カ
ム
ロ
割

(神
漏
伎
)、
万
葉
集
に
繰
返
し
歌
わ
れ
る
ス
メ
ロ
キ

(須
売
呂
伎
11
皇
祖
神
)
と
、
音
数

.
音
感
や
意
味
か
ら
し
て
同

こ
え

群

の
語

か

と

見

ら

れ

る

が

、
い
ず

れ

も

そ

の
キ

は

甲

類

仮

名

表

記

を

も

つ
。
し

か

し

、
木

を

示

す

音

は

、
す

で

に

見

て
き

た

よ

う

に

、
(
カ

)

.

キ

・
ク

・
ケ

・
コ
等

と

替

わ

っ
て
存

在

す

る

認

識

が

あ

っ
た

の

で
あ

り

、

単

な

る

キ

(木

)

が

、

神

格

化

し

た

音

は

キ

で
あ

る
と

さ

れ

た

可

能

性

も

、

そ

の
指

示

対

象

か

ら

し

て
あ

り

う

る

こ

と

だ

ろ
う

。

神

格

化

す

る

と

な

ぜ

キ

と

な

る
か

は

、

お

そ

ら

く

始

祖

神

と

さ

れ

た

イ

ザ

ナ

割

・
イ

ザ

ナ
訓

へ
同

音

化

し

た

の

で
あ

る

。

ち

な

み

に

、

カ

ム

ロ
キ

・
カ

ム

ロ

ミ
と

い
う

ミ

の
方

も

、

木

の
意

が

あ

っ
た

か

も

知

れ

な

い
こ

と

は

、

ツ

ミ

(柘

)

・
モ

ミ

(縦

)

・
ヘ
ミ

(裾

)

・
シ

キ

ミ

(樒

)

と

、

ミ

語

尾

の
樹

名

が

あ

る

こ
と

か

ら

想

像

さ

れ

る

。

な

10



11ス メロキ〈木神〉たちの 「言向け」 と統辞

お
、

ツ
バ
キ

(椿
)

・
マ
サ
キ

(柾
)
な
ど
甲
類

の
キ
語
尾
の
樹
名
も
存
在
す
る
。

さ
て
、
古
事
記
で
は
、
崇
神
冒
頭
部
分
で
、

○
御
真
木
入
日
子
印
恵
命
、
師
木
の
水
垣
宮
に
坐
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
此
の
天
皇
、
木
国
造
、
名
は
荒
河
刀
弁
の
女
、
遠
津
年
魚
目
目
微

比
売
を
嬰
し
て
生
み
ま
せ
る
御
子
、
豊
木
入
日
子
命
、
…
…

と
、
さ
か
ん
に
木
や
木
の
国
と
の
関
係
を
明
示
し
た
固
有
名
表
記
を
す
る
が
、
書
紀
は
、
人
名
の
キ
は

「
城
」
に
、
国
名

の
そ
れ
は

「紀
」

に
表
記
を
替
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
、
崇
神
以
降
の
ヤ
マ
ト
族
の
木
神

(
ス
メ
ロ
キ
)
族
的
本
性
を
曖
昧
に
し
、

○
宇
陀
の

高
キ
に

鴫
罠
張
る

我
が
待
つ
や

鴫
は
障
ら
ず
…
…

(神
武
記
紀
)

と

い
う
歌
の
解
釈
ま
で
、
「高
木
」
(高

い
木
に
罠
を
仕
か
け
る
の
で
あ
る
)
で
な
く

「高
城
」
と
す
る
錯
覚
ま
で
生
む
こ
と
と
な

っ
た
。
「御

真

木
入
日
子
」
と
は
、

い
わ
ば
日
神
と
高
木
神
を

一
体
化
し
た
風
の
命
名
で
、
当
時
の
人
名
に
し
ば
し
ば
入
る

「入
」
と
は
、
後
世
に
い

う

「入
ム
コ
」
の

「
入
」
と
同
義
と
思
わ
れ
、
「御
真
木
入
日
子
」
と
は
、
真
木
族
に
入

っ
た
日
の
子

(天
孫
族
)
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
ま
た
、
祭
祀
に
あ
た
り
賢
木
を
た
て
鏡
を
懸
け
る
象
徴
性
に
通
う
も

の
で
も
あ
る
。
古
事
記
は
、
崇
神
を
あ
ら
た
め
て

「初
国
知

ら
し
し
御
真
木
天
皇
と
謂
ふ
」
と
も
記
す
が
、
「
真
木
」
と
は
、
杉

・
檜
を
は
じ
め
地
域
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
良
木
良
材
と
な
る
様

々

な

「高
木
」
を
指
し
て
い
て
、
「真
木
さ
く
檜

・
真
木
柱
太
高
敷
き
て
、
真
木
柱
ほ
め
て
作
れ
る
殿
」
等
と
、
万
葉
歌
な
ど
で
も
誉
め
た

た
え
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
杉
は
、

○
石
の
上
布
留
の
神
橿
本
伐
り
末
裁
ひ

(顕
宗
即
位
前
紀
)

○
石
の
上
振
の
神
杉
神
び
に
し

(万
葉

一
九
二
七
)

○
味
酒
を
三
輪
の
祝
が
忌
は
ふ
杉

(同

七
一
二
)

11
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

　

　

○
神
な
び
の
神
依
板

に
す
る
杉

の

(同

一
七
七
三
)

か
む

き

と

い
う
よ
う
に
、
「神
木
」
と
し
て
の
感
覚
が
、
万
葉
集
に
も
か
ろ
う
じ
て
伝
え
残
さ
れ
て
い
る
。

か
む

か
む

木

の
神

格

的

な

呼

称

に

は

、

「
神

木

・
神

杉

」

「
御

真

木

」

と

い
う

言

い
方

の
他

に
、

「
ユ

(斎

)
」

を

冠

し

た

「
ユ

ツ
桂

.
ユ

ツ
真

椿

.

ユ

(
ツ
)
槻

」
と

い
う

言

い
方

が

あ

る
。

ユ

ツ
カ

ツ
ラ

は

、
神

代

記

紀

の

わ

た

つ
海

の
神

の
宮

の
御

門

の
傍

に

「
井

の
上

に
湯

津

香

木

(紀

、

杜

樹

)

有

り

」

と

あ

る

よ

う

に

、

し

ば

し

ば

井

の
傍

に
植

え

ら

れ

て

い
た

よ
う

で
あ

る

が

、

楓

以

外

に

も

、

楠

.
榎

.
桜

な

ど

、

遠

く

か

ら

目

じ

る

し

と

も

な

る
木

が

、

井

の
傍

に

は

茂

っ
て

い
た

。

ユ

ツ
真

椿

は

、

○

つ
ぎ

ね
ふ
や

山
代
河
を

河
上
り

我
が
上
れ
ば

…
…
し
が
下
に

生
ひ
立

て
る

葉
広

ユ
ツ
真
椿

し
が
花

の

照
り
坐
し

し
が
葉

の

広
り

坐
す
は

大
君
う
か
も

(記
下

仁
徳
)

○
や
ま
と
の

こ
の
高
市

に

ご
高
る

市

の
つ
か
さ

新
嘗

屋
に

生
ひ
立

て
る

葉
広

ユ
ツ
真
椿

そ
が
葉

の

広
り
坐
し

そ
の
花

の

照
り
坐

す

高
光

る

日

の
御
子
に
…
…

(記
下

雄
略
)

と

、

そ

の

照

り

栄

え

の
姿

は

大

君

(
日

の
御

子

)

そ

の

も

の
だ

と

歌

わ

れ

る

が

、

さ

ら

に
そ

の

一
族

す

べ

て

の
繁

栄

の
象

徴

と

見

な

さ

れ

て

い
た

の
は

「
百

枝

槻

」
、

す

な

わ

ち

根

元

か

ら

太

い
幹

が

岐

か

れ

、

次

々

に
枝

を

張

り

繁

ら

せ

て

、

お

よ

そ

人

の

一
代

に
幼

木

か

ら

大

木

に
成

長

も

す

る
槻

(樫

)

で

あ

る

。

○
又
天
皇

(雄
略
)
、
長
谷

の
百
枝
槻

の
下

に
坐
し
ま
し

て
、
豊
楽
為
た
ま
ひ
し
時
、
伊
勢
国

の
三
重
妹

、
大
御
蓋
を
指
挙
げ

て
献
り
き

。
ホ

に
其

の
百
枝

槻

の
葉
、
落
ち

て
大
御
蓋
に
浮
び
き
。
そ

の
妹
、
落
葉

の
蓋

に
浮

べ
る
を
知

ら
ず

て
、
猶
大
御
酒
献
り
き
。

(記
下

雄
略
)

か

く

て

、

天

皇

の
怒

り

に

触

れ

斬

ら

れ

そ
う

に
な

っ
た

妹

が

、

命

乞

い

に
歌

っ
た

歌

は

、

古

来

伝

承

の
寿

言

を

巧

み

に

綴

り

合

せ

言

祝

12
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い
た

感

が

あ

り

、

天

皇

は

機

嫌

を

直

す

が

、

そ

の

中

心

部

分

は

、

○
…
…
真
木

さ
く

檜

の
御
門

新
嘗
屋
に

生
ひ
立

て
る

百
足

る

槻
が
枝
は

上
枝
は

天
を
覆

へ
り

中

つ
枝

は

東
を
覆

へ
り

下
枝
は

鄙

を
覆

へ
り

上
枝

の

枝

の
う
ら
葉
は

中

つ
枝

に

落
ち
触
ら
ば

へ

中

つ
枝

の

枝

の
う

ら
葉

は

下
つ
枝
に

落
ち
触
ら
ば
え

下
枝

の

枝
の

う
ら
葉
は

あ
り
衣

の

三
重

の
子
が

さ
さ
が
せ
る

瑞
玉
う
き

に
…
…

と

い
う

、

天

・
東

・
鄙

と

世

界

を

連

合

統

一
し

て

繁

り

栄

え

る
巨

木

〈
ス

メ

ロ
キ
〉
へ
の
讃

歌

で
あ

る

。

そ

の
発

想

は

、

先

述

の

景

行

紀

の

筑

紫

の

「
御

木

」

に

つ

い

て
、

〇

一
の
老
夫
有

り
て
日
さ
く
、
「
是
の
樹
は
歴
木
と

い
ふ
。
嘗
、
未
だ
優
れ
ざ

る
先
に
、
朝
日

の
暉

に
当
り

て
は
、
則
ち
杵
嶋
山
を
隠
し
、
夕
陽

の
暉
に
当

り

て
は
、
亦
阿
蘇
山
を
覆
し
き
」
と
ま
を
す
。
天
皇

の
曰
は
く
、
「是

の
樹
は
神
木
な
り
。
故
、
是

の
国
を
御
木
国
と
号

べ
」
と

の
た
ま

ふ
。

と

あ

る
高

木

伝

承

に

つ
な

が

る
も

の

で
も

あ

ろ
う

。

播

磨

風

土

記

逸

文

(釈

日

本

紀

巻

八

)

に
も

、

○
難
波

の
高
津

の
宮

の
天
皇

(仁
徳
)
の
御
世
、
栴
、
井

の
上
に
生
ひ
た
り
き
。
朝
日
に
は
淡
路
島
を
蔭
し
、
夕

日
に
は
大
倭
嶋
根
を
蔭

し
き
。
…
…

と

あ

る

。

所

々

方

々

の

高

木

に

か

か

わ

っ

て
、

世

界

を

統

べ

る
と

い
う

相

似

た

発

想

の
言

い
伝

え

が

広

が

っ
て

い
た

の

で
あ

る

。

下

っ
て

斎

明

天

皇

は

、

田

身

嶺

(
多

武

峯

)
上

に

あ

る

両

槻

樹

の
辺

に
観

楼

を

建

て
、

両

槻

の

宮

と

も

天

宮

と

も

号

し

た

と

い
う

(斎

明

紀

二

年

)
。

「
高

知

ら

し

」

「
天

足

ら

し
」

遠

い
山

々

・
島

々

・
国

々
を

掩

っ
て

繁

栄

す

る

大

樹

讃

歌

は

、

と

り

も

な

お

さ

ず

そ

の

木

と

一
体

化

さ

れ

た

ス

メ

ロ
キ

〈統

合

神

木

〉
へ
の

讃

歌

で

あ

っ
た

。

以

上

、

木

の
神

格

意

識

と

各

表

示

音

声

に

よ

っ
て

残

っ
た

言

葉

の
広

が

り

を

表

に

し

て

一
覧

し

て
お

き

た

い
。

13
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木

の
交
替
音
と
熟
語

・
複
合
語

表
記
音

申

各

五
口

う↑

素1

、
三
口

連

体

格

複

合

語

熟
合
語

樹

木

名

動

名
詞(仮称)

頭
音
動
詞

系

統

カ

カ

(

ン
)

な(鉋)

弥
力

栄
?

カ

スカミ

カ

シ

カ

ジカシバカバカツラカキ

刈
る枯る

ク

ク

ク

(
の
)

チクク年神

ク
だ
物

凡
ク

兄

彦クグつクず

ク
ヒクシクヅ

ク

ス

タ

ククリムククハクル

ミ

創
る

葦
原他

1(ケ)

お

ケ
つ

姫

お

を

大
ケ
・

小
ケ

(

兄

弟

皇

名)

匝

み

御
ケ

ケ
の
橋

ケ

タヲケ

タ
ケケヤキモケツゲ

ケ

枯
れ

?

削
る

筑
紫

P

コ

た

ま
(

霊)

コ

の

葉コの根コの花

コ

蔭

コ

種コ末コ鍬コ群コ枕

コ

ト(木音

?)

ム
コ

コ

立
ちコ積みコ枯し

伐
る扶ず

海
人山処

割

ヒ

モ
ロ

キカムロキスメロキ

キ

島みさ
さ
キ

キ

ネキサヒツ

キ

ツ
バ

キマサキ

キ

交
ひ(錯)

切
る

匪

高
木
神御真木
命神木

キ

の

国キのr

キ
根

キ
沓キ人キ戸キ目キ山

奥
つ
キ

キ

リ

ツ

キサカキマキヤナギスギ

キ

樵
りキ遣りキ啄き

14
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鳥

二

神
楽
歌

〈採
物
〉
・
〈前
張
〉

の
統
辞
位
相

神
楽
歌
と
し
て
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
平
安
時
代
の
宮
廷
神
楽

の
次
第
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
神
事
の
歌
で
あ
る
か
ら
、

祝

詞
と
同
じ
よ
う
に
古

い
伝
承
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
れ
程
古

い
の
か
は
定
か
で
な

い
。
む
し
ろ
〈庭
火

・
採
物
〉
の
歌
な
ど
、
ほ

と

ん
ど
が
整

っ
た
短
歌
形
式
で
、
そ
の
中
の
数
首
は
、
古
今
集
巻
第

二
十

の

「神
遊
び
歌
」
と
し
て
採
ら
れ
て
い
た
り
、
〈千
歳
法
〉
や
〈明

星
〉
中

の
漢
語
風

の
歌
詞
な
ど
を
見
る
と
、
総
じ
て

「奈
良
の
京

(21
)」
以
降
に
書
き
と
ら
れ
て
固
定
し
た
可
能
性
が
つ
よ
い
と
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
中
心
部
分
で
あ
る
〈採
物
〉
と
〈大
前
張

・
小
前
張
〉
と
の
歌
詞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
群
と
し
て
見
た
場

合

の
、

一
見
し
て
異
な
り
の
大
き

い
各
独
自
の
世
界
は
、
古
伝
承
と
し
て
の
そ
れ
ら
の
意
味
を
考
え
さ
せ
ず

に
は
お
か
な
い
も
の
で
も
あ

る
。

　
　

小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集

の
歌
番
号
に
よ
れ
ば
、
二
～
三
十
番
の
〈採
物
〉
、
そ
し
て
中
に
〈韓
神
〉
と
見
ら
れ

る
四
番
を
挟
ん
で
、
三

十

五
～
五
十
七
番

の
〈大
前
張

・
小
前
張

(催
馬
楽
曲
)〉
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ

「山
人
」
と

「海
人
部
」
の
伝
承
歌
だ
ろ
う
と
見
ら

へ
　

れ

て
も

い
る
が
、
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
の
外
見
か
ら
、
両
者

の
世
界

の
違

い
を
総
見
し
て
み
よ
う
。

両
群

の
歌
中
の
全
名
詞
を
、

(1
)
天
象

(2
)
場
所

・
地
名

(3
)
人
杖

人
事
.人
体

(4
)
神

(5
)
神
事
・神
域

(6
)
木

草

(
7
)
鳥
虫
魚

(
8
)
神
具

・
道
具

・
衣
服

(
9
)
枕
詞
と

い
う
類
目
に
よ

っ
て
分
類
し
、
表
示

一
覧
し

て
み
る
。
「冬
の
夜

・
組

の
緒

・
奈
良
の
都
」
な
ど
若
干
複
合
語
と
し
て
扱

っ
た
も

の
も
あ
る
。
代
名
詞

・
数
詞
は
ひ
と
ま
ず
除
外
し
た
。
数
字
は
所
出
歌
番
号
。

な
お
、
神
楽
歌
冒
頭

一
番

の
〈庭
火
〉
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
歌
、

○
み
山
に
は

あ
ら
れ
降
る
ら
し

と
山
な
る

ま
さ
き
の
か
づ
ら

色
づ
き
に
け
り

15
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神
楽
歌
の
語
彙
[名
詞
]

類

目

採

物

前

張

(
1
)

天

象

あ
め天

6
・

8
・

12

霜

5

雪

14

霰

30春20冬の夜14千歳11

あ
め天

47

雨

38

潮

37春53昼・夜55

山

10

み

山

11
・

30

奥

山

18

外

山

30

難

波
潟
36

た

み
の

島
36

高
瀬
の

淀
46

四

方

山

19
・

26

猪名

の

湊
39

猪

名
の

柴
原
41
・

42

場

所(2)地理

み

室
の

山
3

穴

師
の

山
29利根川13河原13せが井の清水・瀬27坂

井
の

清

水
28

い

そ
ら
が

崎
50

志

賀
の

か
ら

崎
51あさちが原53田中の森53

逢

坂
9

陸

奥
17

石
の

上
22

大

原
27

奈
良
の

都
21

宮

路
22

か

ど
28

里
28

大

宮
55

し
つ

や
48

人

20

山

人

9
・

11
・

29

あ

ま

に
へ

人

46
・

47

海

人

50

(

稲掲

)

女

51

(

3
)

人

八

十

氏
人
2

さ
つ

を
18

ふ

る

や

男
20

宮
人
35

こ

舎
人

55

あ
げ

ま
き

54

人
事

妹
39

我

妹
子
44
・

45

嫁
50

二

妻
53

人
体

円
居
2

せ

の

君
41
・

43

い

と

こ

せ

52

み

手

7
・

心

24

手
々

55

肌
44

か
ひ

な

52

か

み

3
・

4
・

5
・

15
・

23

(
4
)

神

す
べ

(

す

め)

神
7
・

11
・

20
・

24

豊

お

か

姫

6
・

8
・

12
・

25

豊
お
か

姫
47

16
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(
5
)

神

事神域

曲豆

の

遊

び

14
・

20

み

前

3
・

26(神)宮6・12・18・25み

む

ろ

4神垣2瑞垣15奥つき24

み

園
生
57

神
の

幸
田
37(わさ田54葦原田

52

湊
田

56)

(
6
)

木

草

榊

葉
2
～

5

(

榊

葉
の)

香
2ささの葉12～15山葛29まさきの葛30木根

5

稲
の

穂
37

み

し
ね

51小菅48富草49さい榛28殖え槻53

木
の

根
53

鳥(7)虫

魚

と

り

(

鶏)

27

鳥
44
・

45

し

ぎ

40
・

41
・

44
・

45たつ36雲雀49くぐひ56鯛50・蟹52きりぎりす57羽音41・42角57

神

具道具(8)衣服

み

手

ぐ

ら

6
・

7

手
ぶ

さ

15

木綿

4杖8・11山杖9柞25・26杓27弓(梓弓・眞弓・槻弓)16～20銀の太刀21太刀22・23神の宝19弓の筈18袖13組の緒22・23

木

綿

し

で

37

玉

55船39・40舵39

網

42
・

46
・

47さで(小網)46・47鎌48おほよそ衣37衣38単衣の狩

衣

56

(

9)

枕

詞

足
ひ

き
の

10

あ

ま
衣

37

し
な
が

と
る

39
・

41若草の39薦枕46ささ波や

51

17
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は
、
山
々
の
気
配
で
神
祭
り

の
と
き
が
来
た
こ
と
を
知

っ
て
、
祭
り
の
ニ
ハ
に
火
を
焚

い
て
、
神
事
に
向
け
て
の
心
構
え
を
示
す
歌
か
と

見
ら
れ
る
が
、
同

一
歌
が
〈採
物
〉
の
最
後

(三
十
番
)
に
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
神
楽
歌
を
総
括
す
る
よ
う
な
歌
で
も
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。

さ

て
、

〈採
物
〉
と

〈前
張
〉
の
用
語
は
、
相
互
に
重
な
る
も
の
が
少
な
く
各
独
自

の
世
界
を
持

っ
て
い
る
こ
と
は
、
表
を

一
見
す
れ
ば
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
、
〈採
物
〉
の
中
の

「
人
」
と
し
て
複
数
度
歌
わ
れ
る
の
は

「山
人
」
、
そ
し
て
、
そ
の
場
所
は
当
然

「深
山

・
奥
山

・

外
山

・
四
方
山
」
と

い
っ
た

「山
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
繰
り
返
し
称
え
ら
れ
る
神
は
、
単
に

「神
」
と
言
わ
れ
る
以
外
で
は

「す
べ

(め
)

く
　
ひ
ヒ

あ

ぎ

を
み
な

神

」

と

「
豊

お

か

姫

」

に
限

ら

れ

て

い
る

。

そ

れ

に

対

し

て

〈
前

張

〉
の

方

は

、

「
人

」

は

、

「
賛

人

・
海

人

.

(稲

掲

)

女

.
宮

人

」

以

外

で

は

、
「
妹

・
丸

・
嫁

・
妻

」
と

い

っ
た

男

女

間

の
呼

称

が

目

立

つ
。
場

所

は

、

〈採

物

〉
と

は

対

照

的

に

「
柴

原

・
浅

茅

が

原

」
や

「
潟

・

淀

・
湊

・
崎

」

と

い

っ
た

沿

岸

水

域

、

い
わ

ば

「
葦

原

中

国

」

な

い
し

「
海

人

」

の
拠

所

で

あ

る

。

「
神

」

に

つ

い

て

は

、

〈採

物

〉
と

同

じ

「
豊

お

か

姫

」

が

「
に

へ
人

」

の

限

定

に

一
度

だ

け

使

わ

れ

る

が

、

他

に
直

接

神

と

し

て

歌

わ

れ

る

用

語

は

な

い
。

た

だ

し

、

〈採

物

〉

に

は

ほ

と

ん

ど

出

な

い
動

物

が

、

〈
前

張

〉
で

は

「
鳥

」

類

を

中

心

に

「
虫

・
魚

・
蟹

」

と

い

っ
た

物

ま

で

歌

わ

れ

て

い
る

。

そ

れ

ら

は

、

か

つ
て

カ

ミ

と

さ

れ

た
も

の
も

あ

っ
た

の
だ

ろ
う

が

、

神

楽

歌

中

で

は

む

し

ろ

「
ニ

へ
」

的

で

あ

る

。

し

か

し

、

た

と

え

ば

ア
イ

ヌ

に
と

つ

て

の
熊

が

、

カ

ミ

で

あ

り

ニ

へ

(食

)

で
あ

る

こ
と

を

思

い
合

わ

せ

て

も

よ

い
だ

ろ
う

か

。

「
神

具
」

に

つ

い

て

は

、

「
採

物

」

そ

の
も

の

で
あ

る

「
杖

・
枠

・
弓

・
杓

」

は

、

山

の
木

を

素

材

に

し

た

も

の

で
あ

る

。

木

で

は

な

い
太

刀

・
銀

の
太

刀

を

歌

う

二

首

は

、

「
奈

良

の
都

・
宮

路

」

に

お

け

る
男

子

を

歌

う

も

の

で
新

し

い
参

入

と

見

ら

れ

る
。

「
木

草

」

の
欄

に

挙

げ

た

「
榊

葉

・
さ

さ

の

葉

・
山

葛

・
ま

さ

き

の
葛

」

や

「
神

具

」

の

「
み
手

ぐ

ら

・
木

綿

」

な

ど

も

皆

、

樹

皮

や

蔓

な

ど

木

か

ら

作

ら

れ

る

「
神

旦
ハ」

で

も

あ

る

。

他

方

〈前

張

〉
中

の

「
船

・
舵

・
網

・
小

網

・
鎌

」

は

、

歌

中

で

は

と

く

に

神

具

風

の
も

の

で
は

な

い
が

、

18
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葦

原
や
海
で
生
き
る
人

々
の
い
わ
ば
不
可
欠
の

「採
物
」
で
あ

っ
た
の
も
事
実
だ
ろ
う
。
神
楽
歌
は
、
〈採
物
〉
系

の
ヤ
マ
ト

(山
処
)
人

主
体
の
神
事
歌
謡
ら
し
く
、
葦
原
や
海
原
で
の
神
性
は
淡
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
、
も
し
も
そ
ち
ら
側
の
神
歌

(呪
歌
)

が
主
体
で
あ

っ
た
な
ら
、
古
事
記
等

の
歌
謡

に
残
る
、

○
雲
雀
は

天
に
か
け
る

天
な
る
や

は
や
ぶ
さ
わ
け

さ
ざ
き
と
ら
さ
ね

(記
ド

仁
徳
)

○
住
Ln
の

大
倉
向
き
て

飛
ば
ば
こ
そ

早
鳥
と
い
は
め

何
か
早
鳥

(船
)

(播
磨
風
七
記
逸
文
)

な

ど
、
そ
の
中
心
的
な
も

の
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。
記
紀
と
も

に
、
出
雲
の
事
代
主
神
に

つ
い
て
記
す
、
実
体
は
明
ら
か
で
な

い
「鳥

の
遊
」
の
こ
と
も
連
想
さ
れ
る
。

〈前
張
〉
中

で
と
く

に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
と
り
あ
え
ず

「神
域
」
欄
に
ま
と
め
て
入
れ
た

「神

の
幸
田

・
わ
さ
田

・葦
原
田

・
水
な
門
田
」
、

あ

る
い
は

「稲

の
穂
の
も
ろ
穂

に
垂

で
よ
」
「
み
し
ね
掲
く
」
な
ど
と
、
田
な

い
し
稲
作

に
か
か
わ
る
も

の
が
も

っ
ぱ
ら
こ
ち
ら
に
出
る

こ
と
で
あ
る
。
万
葉
集

や
和
名
抄
が
、
明
ら
か
に
稲
作
暦
だ
と
見
ら
れ
る

「む

つ
き

・
き
さ
ら
ぎ
…
…
」
な
ど
の
古
語
月
名

の
意
味
表
記

に
、
関
心
が
薄

い
か
扱

い
か
ね
て
い
る
こ
と
も
併
せ
考
え
て
、
稲
作
の
列
島
伝
来
と
ヤ

マ
ト
族
と
は
本
来
は
か
か
わ
り
が
薄
く
、
水
田
稲

作
は

「
葦
原
中
国
」
の
低
地
に

(
い
つ
の
時
点
か
の
伝
来
を
経
て
)
発
祥
し
て
い
た
可
能
性
が
強

い
。
神
楽
歌
全
体

に
お

い
て
も
、
稲
や

田
が
歌
わ
れ
る
の
は
〈前
張
〉
部
分
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る

い
は
、
「山
の
神
が
田
の
神

に
な
る
」
と

い
う

民
俗
伝
承
な
ど
も
、
こ

の
こ
と
と
か
か
わ

っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
「
い
は
ひ
来
し
神
は
ま

つ
り
つ
23
」
と
、

〈採
物
〉
中
で
ま

つ
ら
れ
た
神

の
具
体
性
は
、

○

幣

は

我
が
に
は
あ
ら
ず

天
に
坐
す

豊
を
か
姫
の

宮
の
幣

宮
の
幣

(6
)

○
こ
の
篠
は

い
つ
こ
の
篠
ぞ

天
に
坐
す

豊
を
か
姫
の

宮
の
御
篠
ぞ

宮
の
御
篠
ぞ
(12
)

19



20

と

四

度

と

も

ほ

ぼ

同

じ

パ

タ

ー

ン

で
称

え

ら

れ

る

「
天

に

坐

す

曲
豆
を

か

姫

」
、

そ

し

て

、

○
す
め
神

の

み
山
の
杖
と

山
人

の

千
歳
を
祈
り

切
れ
る
み
杖
ぞ

(
11
)

○
奥

つ
き

に

す
め
神

た
ち
を

斎
ひ
来
し

心
は
今
ぞ

楽
し
か
り
け

る
(
24
)

と

、

「
奥

つ
キ

」

に

「
い
は

ふ

」

と

い
わ

れ

、

「
豊

の
遊

び

(豊

楽

)

20
」

も

催

す

「
み

山

」

の

「
す

め

神

た

ち

」

で
あ

る

。

「
豊

を

か

姫

」

は

、

そ

の
音

の
ま

ま

で

は

他

の

古

文

献

に
見

え

な

い
た

め

に
、

「
曲
豆
宇

気

」

の
音

説

で

は

な

い
か

と

も

言

わ

れ

て

い
る

。

前

章

に
挙

げ

た

大

殿

祭

祝

詞

の
、

ク

ク

ノ

チ

(
木

霊

)

と

豊

ウ

ケ

姫

(穀

霊

)

の
並

称

か

ら

考

え

る

と

、

そ

う

か

も

知

れ

な

い
。

あ

る

い

は

、

神

武

紀

四
年

の
条

の
山

で

の

「
皇

祖

・
天

神

」

祭

祀

に
相

当

す

る

と

も

考

え

ら

れ

る

だ

ろ
う

。

な

お

、

「
豊

を

か

姫

」

は

つ
ね

に

本

も
ニ

オ
ゑ

歌

で

、

「
す

め

神

」

の
方

は

つ
ね

に

末

歌

で

歌

わ

れ

て

い
る

。

「
本

・
末

」

と

は

、

漢

字

そ

れ

ぞ

れ

の
組

成

も

そ

う

で

あ

る

が

、
前

章

に
引

い
た

「
石

の
上

布

留

の
神

杉

」

「
百

枝

槻

の
木

」

の

歌

に
も

見

ら

れ

る

よ

う

に

、

木

の
元

、

木

の
末

を

い
う

も

の

で
あ

り

、

用

語

に

お

の

ず

と

木

的

発

想

を

曳

い

て
も

い

る

。

万

葉

集

に
は

、

○
千
は
や
ぶ
る
金

の
み
崎
を
過
ぎ
ぬ
と
も

五
口
は
忘
れ
じ
シ
カ
の
ス
メ
神

(
一
二
三
〇
)

○

(
一
、上
山
は
)
神

か
ら

や

そ
こ
ば
貴
き

山
か
ら
や

見

が
ほ
し
か
ら
む

ス
メ
神

の

裾
見
の
山

の

渋
谷

の

崎

の
荒
磯
に
:
・…

(
三
九
八
五

家
持
)

と

い

っ
た

処

々

の

「
ス

メ

神

」

た

ち

が

歌

わ

れ

る

一
方

、

○
吾
が
大
王
物
な
思
ほ
し

ス
メ
神
の
嗣

て
賜

へ
る
吾
が
な
け
な
く

に

(七
七

御
名
部
皇
女
)

ゆ
め

と

、
祝

詞

の

「
皇

睦

神

ろ
き

・
神

う

み

」

に
通

う

「
皇

」
と

意

味

を

宛

て
う

る

も

の
も

あ

る

。
し

か

し

、
神

楽

の

「
す

め

神

」

に
直

接

「
皇

」

を

宛

て

て
す

ま

す

と

、

そ

の
本

義

が

不

明

に
な

る

。

そ

の

「
す

め

(
す

べ

7

)
」

は

、

当

然

「
統

ぶ
」

と

い
う

動

詞

、

20
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○
天
な
る
や

弟
棚
機
の

項
が
せ
る

玉

の
ミ
ス

マ
ル

ミ
ス
マ
ル
に

穴
E
は

や

み
谷
.
一渡
ら
す

ア
ジ
シ
キ
高
日
子
根

の
神
ぞ

(記
神
代

・
神
代
紀
ド

同
歌
)

み

む
ま
る

と

い
う

ス

マ
ル

、

「
八

坂

環

の

五

百

箇

の
御

統

」

(
神

代

紀

上

)

の

ス

マ

ル
、

ま

た

ス

バ

ル

(
昴

)

星

の
名

に

も

知

ら

れ

る
連

珠

統

合

の

意

味

に

か
え

っ
て
見

る

べ
き

も

の

で

あ

る

。

「
み
山

」

の

「
す

め

神

」

と

は

、

す

な

わ

ち

そ

の

昔

の

ス

メ

ロ
キ

(
統

ろ
木

)

11

百

枝

槻

の

木

、

あ

る

い
は

山

々
島

々
を

そ

の
蔭

で

覆

う

御

木

硅

歴

木

・
楠

・
棟

等

の
高

木

へ
の

い

に
し

え

人

の

思

い

に
発

し

て

い
る

と

見

ら

れ

る

。

オ

ク

ツ

キ
も

「
奥

つ
木

」

で
あ

り

、

オ

ク

ツ
キ

は

す

で

に
万

葉

集

で

は

、

「
う

な

ひ

処

女

の
奥

城

そ

こ

れ

(
一
八

〇

二

)
」

な

ど

と

、

ど

の

よ

う

な

葬

法

か

に

か

か

わ

ら

ず

、

単

に
墓

所

を

言

う

歌

語

に

な

っ
て

し

ま

っ
て

い

る

が

、

深

山

の
大

樹

の
根

本

を

実

際

に
墓

処

と

も

し

、

そ

れ

ゆ
え

に
そ

の
木

を

祖

霊

と

し

て

「
い

は

ひ

ま

つ
る

」

と

い
う

、

木

と

深

い
か

か

わ

り

を

持

ち

、

そ

れ

を

祀

る

人

々
な

ら

、
き

わ

め

て

自

然

で
普

遍

的

で
も

あ

る

発

想

に

基

づ

く

も

の

で

あ

っ
た

と

見

る

こ

と

が

で
き

る

。

お

そ

ら

く

、

「
ミ

・
サ

サ

・
キ

(陵

)
」

も

ま

た

、

巨

大

墳

墓

時

代

以

前

の

言

葉

の
発

祥

は

、

王

の

墓

処

と

な

っ
た

「
神

聖

な

木

」

の
意

だ

っ
た

の

だ

ろ
う

。

○
久
か
た

の

天

の
原
よ
り

生
れ
来
た
る

神

の
命

奥
山

の

賢
木
の
枝

に

自
香

つ
け

木
綿
と
り
付
け
て

斎

ひ
公
瓦
を

忌
ひ
ほ
り
据
え

竹
玉

を

繁
に
貫
垂

れ
…
…

(
三
七
九

大
伴
坂
上
郎
女
祭
神
歌
)

と

い
う

万

葉

集

で

は

唯

一
例

の

「
奥

山

の
賢

木

」

を

詠

む

歌

か

ら

は

、

そ

の

背

後

に

、

「
三

輪

の
神

杉

」

の

よ

う

に
斎

わ

れ

秘

さ

れ

て

い

ま

だ

文

字

化

さ

れ

て

い
な

い
神

楽

歌

の

あ

っ
た

こ
と

も

窺

わ

れ

る

。

ま

た

、

○
大
伴

の
遠

つ
神
祖
の
オ
ク
ツ
キ
は

し
る
く
し
目
た
て
人

の
知
る
べ
く

○

ス
メ
ロ
キ

の
御
代
栄
え
む
と

東
な
る
陸
奥

山
に

金

花
咲
く

(
四
〇
九
六

・
七

大
伴
家
持
)
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と

、
オ
ク
ツ
キ
と
ス
メ
ロ
キ
を

一
対
で
歌
う
、
家
持
の
四
〇
九
五
番
の

「賀
陸
奥
国
出
金
」

の
長
歌
の
右

の
そ
の
反
歌
に
は
、
遠

い
昔
の

木

神
族
だ

っ
た
記
憶
が
、
お
の
ず
と
そ
の
歌
言
葉
に
生
き

て
伝
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。かむ

と
ま
れ
、
神
楽
歌
〈採
物
〉
は
、
「天
に
ま
す
豊
を
か
姫
」
と
、
そ
の
天
を
足
ら
し
て
繁
栄
す
る
神
木
だ

っ
た

「
す
べ
神
」
を
祭
る
歌
、

そ
れ
に
対
し
て
〈前
張
〉

サ
イ
バ
ラ
は
、
そ
れ
ら
ヤ
マ
ト

(山
処
)
族
の
神

々
へ
の
ニ
へ
人
と
し
て

「言
向
け
」
ら
れ
た
、
葦
原
や
海

原

の
部
族
た
ち
の

「豊
楽
」
の
歌
だ

っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「韓
神
」
等
も
合
わ
せ
、
い
に
し
え
か
ら
様

々
に
統
べ
ら
れ

「言
向
け
」

ら
れ
た
部
族
統
合

の
歴
史
を
歌
の
次
第
に
象
徴
さ
せ
て
神
祭
り
の
ニ
ハ
で
厳
か
に
歌
う
と

い
う
の
が
、
平
安
宮
廷
神
楽

で
も
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
〈採
物
〉
〈前
張
〉
を
群
と
し
て
読
ん
だ
と
き
の
印
象
の
違

い
は
、
単

に
名
詞

の
語
彙
で
分
か
る
内
容

の
違
い
ば
か
り
で
な
く
、

明
ら
か
に
リ
ズ
ム
が
違
う
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
リ
ズ
ム
と
は
、
文
字
で
見
る
場
合
、

一
つ
の
歌
の
構
文
や
統
辞

の
異
な
り
に
よ

っ
て
生
じ
て
来
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈採
物
〉
に

つ
い
て
は
、
す

で
に
五
つ
例
示
し
た

の
で
、
〈前
張
〉
の
方
も
、
モ
デ
ル
と

な

る
例
を
次
に
挙
げ
、
具
体
的
に
比
べ
て
み
よ
う
。

○
宮
人
の

お
ほ
よ
そ
衣

膝
と
ほ
し

膝
と
ほ
し

着
の
よ
ろ
し
も
よ

お
ほ
よ
そ
衣

(35
)

○
し
な
が
と
る

や

猪
名
の
水
な
門
に

あ
い
そ

入
る
船
の

揖
よ
く
ま
か
せ

船
か
た
ぶ
く
な

船
か
た
ぶ
く
な

(39
)

○
し
つ
や
の
小
菅

鎌
も
て
刈
ら
ば

生
ひ
む
や
小
菅

生
ひ
む
や

生
ひ
む
や
小
菅

(48
)

○
殖
槻
や

田
中
の
森
や

森
や

て
ふ
か
さ
の

浅
茅
が
原
に

我
を
き
て

二
妻
と
る
や

て
ふ
か
さ
の

浅
茅
が
原
に

(53
)

〈採
物
〉
は
、
末
尾

の
反
復
句
を
除
け
ば
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
短
歌
形
式

の
二
句
構
成
、
ま
た
、
初
句
が
先
例
の
31

.
6

.
12
の
よ
う
に

係

助
詞

ハ
で
ま
ず
提
示
さ
れ
る
場
合
が
二
割
に
及
ぶ
。
対
す
る
〈前
張
〉
は
、
句
切
れ
が
曖
昧
で
、
右
の
53
に
端
的
な
よ
う
に

一
句
ず

つ
切

れ
た
り
、
尻
切
れ
風
で
統
辞
が
完
結
し
な

い
も

の
も
多

い
。
何
よ
り
も
ほ
と
ん
ど
の
歌
が
、
問
投
な

い
し
終
助
詞
的
な

「
や
」
で

一
句

一

22
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句
詠
嘆
さ
れ
な
が
ら
歌
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
句
が
ハ
で
提
示
さ
れ
る
も

の
は

一
例
も
な
い
し
、

ハ
の
使
用
も
少

い
。

と
こ
ろ
で
、
近
代

の
方
言

の
研
究
に
、
い
わ
ゆ
る

「文
末
辞
」

の
特
徴
を
見
る
研
究
方
法
が
よ
く
あ
る
。
そ
れ

に
な
ら

っ
て
、
両
者

の

助
動
詞
と
係
助
詞

・
終
助
詞
に
つ
い
て
、
各
歌
に
ど
れ
程
使
わ
れ
て
い
る
か
を
、
よ
り
客
観
的

に
観
察
す
べ
く
表

に

一
覧
し
て
み
る
。
〈前

張
〉
は
、
そ

の
呼
称
や
歌

の
内
容
が
、
神
楽
歌
と
並
ぶ
古
謡

「催
馬
楽
」
と
類
似
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

下
段

に
そ

の
催
馬
楽
で

の
所
出
状
況
を
参
照
し
て
お
い
た
。
「意
味
」

の
欄
は
、
通
行

の
助
動
詞

・
助
詞
の
呼
称
と
若
干
異
な
る
用
語
も
あ
る
が
、
な
る
べ
く
意

味

に
統

一
を
も
た
せ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
両
者
の
助
辞
使
用
の
極
端
な
相
違
、
と
く
に
〈前
張
〉
の
種
類
の
少
さ
は
表
を

一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ

う

な
違

い
は
、
〈採
物
〉
が
宮
廷
和
歌
風
の
言
葉
遣
い
に
整
え
ら
れ
て
お
り
、
〈前
張
〉
は

い
わ
ば
民
謡
的
な
口
調
が
色
濃
く
残
さ
れ
た
の
だ

と

い
う
見
方
も
な
さ
れ
る
も

の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
、
次
に
見
る
よ
う
に
、
古
事
記
本
文
中
の
助
辞

の
仮
名
表
記

の
例
を

参

照
し
て
み
る
と
、
両
者

の
特
徴
の
違

い
の
由
来
が
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
る
。

古
事
記
本
文
の
仮
名
表
記
が
、
古
伝
承
に
対
し
き
わ
め
て
意
識
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
自
立
語

の
仮
名
表
記
を
中
心
に
前
稿

(注

2

)

で
詳

し

く

見

た

が

、

こ

こ

で

は

、

神

代

部

分

で
助

辞

を

明

確

に
表

記

す

る
場

合

を

、

1
国
稚
く
浮
け
る
脂

の
如
く
し
て
く
ら
げ
な
す
タ
ダ
ヨ

ヘ
ル
時

○

「
是

の
タ
ダ
ヨ

ヘ
ル
国
を
修
め
理
り
固
め
成
せ
。
」

〈
ル
>

2
剣
を
抜
き

て
後
手

に
フ
キ

ツ
ツ
逃
げ
来
る
を

〈ツ
ツ
>

3
其

の
追
シ
キ
シ
を
以
ち

て
、
道
敷
大
神
と
号
く
。

〈シ
〉

0

4

(イ
ザ
ナ
ミ
)
「吾

は
イ
ナ
シ

コ
メ
シ
コ
メ
キ
臓
き

国
に
到
り

て
有
ケ
リ
。
」

〈ケ
リ
〉

次

に
す
べ
て
カ
ナ
で
書
き
出
し
て
検
討
す
る
。

23
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神
楽
歌

の
語
彙
[助
辞
」

◎
ヤ
マ
ト
系

○
ヤ

マ
ト
系
か

*
葦
原

・
海
人
系

語

形

意

味

採

物
(
歌
番
号)

前

張
(
歌
番
号)

催
馬
楽
所
出
歌
数

つ

◎

在

想(完
了)

10
・

19
・

23

て

38

?

9自

9乙

ぬ

○

に

3
・

に

28
・

に

30

57
・

44

?

4

た

り

9
・

26

40

7

り

○

2
・

11

10

し
〈
き
〉

◎

(
過

去)回想

つ」

42.2

し

44

?

3

け
り

◎

2
・

3
・

24
・

28
・

30

2

け

む

*

予

想

4

9
9

0◎

にJO●

4

4

4

2

む

*

22
・

め

(

係

結)

13

38
・

48
・

51
・

め

55

*

81

ら

む

2

な
り

○

認

定

8

6

ら
し

◎

推

定

8

●

01⊥り0

2

け
ら
し

○

15

1

べ
し

○

5
・

29

1

ま
し

仮

定

7

1

ぬ

否

定

5
・

ね

28

1

ず

6
・

16

4

・

2

●

445rO

4

24
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は

○

(

提

示)(特示)(疑問)(詠嘆)(願望)(禁止)

3
・

6
・

8
・

12
・

21

～

25
・

30

(U

-⊥

34.4.4

15

こ
そ

◎

(

係)

13

5

ぞ

◎

8
・

9
・

11
・

21
・

25/(係)2・12・20
・

24

6

●

744

3/2

か

(

係)

4

4

や

*

27

39

～

49
・

51

～

57
・

(

よ

45
)

*

33

も

○

(

ら

し
)

も

15
・

18

も

(

よ)

35

2

か
も
/
か
な

か

も
5

/
か

な
13

4
/
2

も
が
な

19

51

1

(

も
の
)

を

を

7

も

の

を

7
・

16

1

な

*

0ヲ

0

だU

●

●

つσ

4

rO

と

◎

(

引
用

格)

11

・

15

・

16
・

20
・

29

0

・

4〔」〔」

6

5

(ス
サ
ノ
ヲ
)
八
拳
須
心
前

に
至
る
ま
で
喘
き
イ
サ
チ
キ
。

〈キ
〉

0

6

(ス
サ
ノ
ヲ
)
「
僕
は
邪
心
無
し
。
唯
大
御
神

の
命
以
ち
て
僕
が
突
き
イ
サ
チ
ル
事
を
問
ひ
賜

へ
り
。
故
白
し

ツ
ラ
ク
…
」

〈
ツ

・
ラ
ク
〉

0

7
汝
、
然
為

れ
ど
も

天
照
大
御
神
は
ト
ガ

メ
ズ

て
告
り
た
ま

ひ
し
く

「
尿
如
す
は
、
酔
ひ
て
吐
き
散
ら
す
ト

コ
ソ
我
が
ナ
セ

の
命
、
如
此
為

つ
れ
。

の
阿
を
離
ち
、
溝
を
埋
む
る
は
、
地
を

ア
タ
ラ
シ
ト

コ
ソ
、
我
が
ナ
セ
の
命
如
此
為

つ
れ
」
ト

(
ス

・
ト

・
コ
ソ
>

8
八
百
万
の
神
…

(
ス
サ
ノ
ヲ
の
)
手
足

の
爪
も
抜
か
し
め

て
、
神

ヤ
ラ
ヒ
ヤ
ラ
ヒ
キ
。

〈キ
〉

又
田

25
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9
其

の
八
上
比
売
は
、
先

の
期
の
如
く

ミ
ト
ア
タ

ハ
シ
ツ
。

〈ツ
〉

0

10

(神
産
巣

日
御
祖
)

「
此
は
実

に
我
が
子
ぞ
。
子

の
中

に
我
が
手
俣
よ
り

ク
キ
シ
子
ぞ
」

〈シ
〉

0

11
是
に
天
忍
穂
耳
命
、
天

の
浮
橋

に
タ
タ
シ
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く

「豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穂
国
は
、
イ
タ
ク
サ
ヤ
ギ
テ
有

ナ
リ
」

〈シ

(尊
敬
)

・
ナ
リ
>

12
是
に
ヲ
キ

シ
八
尺

の
勾
聰

・
鏡
…

〈シ
〉

0

13
天
照
大
神

・
高
木
神
、

二
柱

の
神

の
命
以
ち
て
…
…

「葦
原
中
国
は
イ
タ
ク
サ
ヤ
ギ
テ
ア
リ
ナ
リ
。
我
が
御

子
等
不
平
み
坐
す

ラ
シ
…
…
」

と
の
り
た

ま
ひ
き
。

〈ナ
リ

・
ラ
シ
>

14
大
久
米
命
日
し
け
ら
く

「
…
…
圷

に
其
の
美
人
驚
き

て
、
立
ち
走
り
イ

ス
ス
キ
キ
。
…
…
」

〈キ
>

15
是
の
御
子

(本
牟
智
和
気
王
)
、
八
拳
類
心
前

に
至
る
ま
で
真
事

ト

ハ
ズ
。

〈ズ
〉

※
16

(出
雲
大
神
)
「
我
が
宮
を
天
皇

の
御
舎

の
如
修
理
め
ば
、
御
子
必
ず
真
事
ト

ハ
ム
」
如
此
覚
し
た
ま

ふ
時
、

〈ム
〉

右

の
中

で

、

と

り

わ

け

注

目

さ

れ

る

の
は

、

天

つ
神

々

の

ミ

コ
ト

(台

詞

)

と

し

て
記

さ

れ

る

○

印

の

ー

・
4

・
6

・
7

・
10

・
11

・

13

に

お

け

る

「
ル

・
ケ

リ

・
ツ

・
ラ

ク

・
ズ

・
ト

・
コ

ソ

・
シ

・
ナ

リ

・
ラ

シ

」

と

、

最

後

の

16

の
、

国

つ
神

出

雲

大

神

の
夢

告

に
あ

る

「
ム
」

で
あ

る

。

つ
ま

り

そ

れ

ら

は

、
神

楽

歌

〈採

物

〉
の
助

辞

は

明

ら

か

に

天

つ
神

系

で
あ

り

、

〈前

張

〉
の

そ

れ

は

国

つ
神

系

で
あ

る

こ

と

を

如

実

に

語

っ
て

い
る

。

右

の
中

で

、

〈
採

物

〉
に

は

出

な

か

っ
た

「
い
た

く

さ

や

ぎ

て
あ

り

ナ

リ
」

の

い
わ

ゆ

る

伝

聞

推

定

の
ナ

リ

に

つ

い

て
少

し

見

て
お

き

た

い
。

13

の
書

紀

相

当

部

分

に

は

、

○
天
照
大
神
、
武
甕
雷
神

に
謂
り

て
曰
は
く
、
「夫

れ
葦

原
中
国
は
猶
聞
喧
擾
之
響
焉
-
此
云
サ
ヤ
ゲ
リ
ナ
リ
。
汝
更
往
き

て
征
て
」
と

の
た
ま
ふ
。
武
甕
雷
神
、

26
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対

へ
て
日
さ
く

「
予
行

ら
ず
と
難
も
、
予
が
国
を
平
け
し
剣
を
下
さ
ば
、
国
自

つ
か
ら
に
平
け
な
む
」
と
ま
を
す
。
天
照
大
神

の
日
は
く
、
「
諾
-
此
云
ウ
ベ

ナ
い
」
と

の
た
ま
ふ
。

(神
武
即
位
前
紀
戌
午
年
)

と

あ

る

。

万

葉

集

な

ど

で
も

、

ナ

リ

は

、

耳

で
把

え

ら

れ

る
情

報

(音

・
噂

・
予

感

)

へ

の

「
音

す

ナ

リ

・
入

江

響

む

ナ

リ

・
汝

を

と

吾

を

人

を

離

く

ナ

ル

・
吾

が
恋

ひ

し

君

来

ま

す

ナ

リ
」

と

い

っ
た

認

定

を

示

し

、

そ

れ

に
も

と

づ

き

目

前

に

な

い
状

況

を

「

ラ

シ
」

と

も

判

断

(
推

定

)

す

る

も

の

で

、

ナ

リ

自

体

に

推

定

の
意

が

あ

る

の

で

は

な

い
。

右

の

天

照

大

神

の

「
ウ

ベ
ナ

リ
」
、

あ

る

い
は

、

○
す

べ
神

の

今
朝

の
神
あ
げ
に

あ

ふ
人
は

千
歳

の

い
の
ち

あ
り
と

い
ふ
ナ
リ

(神
楽
歌
92
)

と

い

っ
た

ナ

リ

は

、

一
般

に

は

指

定

の
ナ

リ

と

さ

れ

る

の
だ

ろ
う

が

、

奏

上

や
伝

承

(耳

か

ら

の
情

報

)

に
対

し

て

、

改

め

て

の

認

定

を

示

す

も

の

で

あ

る

。

と

こ

ろ

で

、

11

や

13

で

ナ

リ

と

認

定

さ

れ

る

こ
と

は

、
葦

原

中

国

の

「
サ

ヤ

ギ

」

を

は

る

か

に
耳

に

し

た

こ
と

で
あ

る

が

、

「
サ

ヤ

ギ
」

と

は

、

一
般

に
、

○
畝
傍
山
木

の
葉
サ
ヤ
ギ
ぬ
風
吹
か
む
と
す

(記
中

神
武
)

○
葦

辺
な
る
萩

の
葉
サ
ヤ
ギ
秋
風

の
吹
き
く
る
な

へ
に

(万

二

=
ご
四
)

と

、

木

の
葉

や
草

が

風

な

ど

で

触

れ
合

っ
て

音

を

出

す

こ

と

で

あ

り

、

現

代

語

で
も

ほ

ぼ

そ

の
ま

ま

の
感

覚

で

用

い
ら

れ

て

い
る

。

「
葦

原

中

国

」

の

「
さ

や
ぎ

」

と

は

、

実

は

人

々

の

騒

乱

(喧

擾

之

響

)

の

こ
と

を

指

し

て

い

る

が

、

人

や
動

物

に

つ

い
て

は

ふ

つ
う

「
蛙

は

さ

わ

ぐ

.
さ

わ

ぐ

鳥

の

声

・
人

さ

わ

に

来

入

る
」

な

ど

と

、

昔

も

今

も

「
さ

わ

ぐ

」

と

い
う

。

神

話

伝

承

上

の
キ

ー

ワ

ー

ド

で
も

あ

っ
た

ら

し

い
件

の

「
ナ

リ
」

は

、

「
山

谷

に

響

聚

」

(
景

行

紀

)

す

る

賊

の
気

配

な

ど

も

、

山

頂

や
木

の
上

か

ら
木

々

の

サ

ヤ

ギ

の
音

な

ど

で

い

ち

早

く

察

知

す

る

山

人

の
鋭

敏

な

聴

覚

や

判

断

力

に
発

す

る

語

と

し

て
、

い

に
し

え

の
祖

神

の
感

覚

を

蘇

ら

せ

る
神

語

的

な

も

の
だ

っ
た

27
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の

か

も

知

れ

な

い
。

そ

う

し

た

、

天

つ
神

の
神

語

を

継

承

し

て
伝

承

さ

れ

た

〈
採

物

〉
系

の
狭

義

の
ヤ

マ
ト

言

葉

と

は

、

さ

ら

に
、

○
み
山
に
は

あ
ら
れ
降
る
ら
し

外
山
な
る

ま
さ
き

の
葛

色
づ
き

に
け
り

(
31
)

○
さ
か
き
葉
の

香
を
か
愈

レ
勘

ピ
案

陰

八
卜
氏
人
ぞ

ま
と
ひ
せ
り
げ
夕

5
)

と

、
聴
覚
だ
け
で
な
く
視
覚
、
嗅
覚
と

い
っ
た
鋭
敏
な
五
感
に
よ
る
刻

々
の
現
実
認
識
を
、
つ
ね
に
過
去
か
ら
将
来

へ
の
時
間
軸

の
上
に

置

い
て
思
い
め
ぐ
ら
し
た
判
断
を
示
す
、
思
弁
的
で
論
理
的
な
言
語
、
そ
し
て
ま
た
、

○
我
妹
}
が

穴
師
の
山
の

山
人
と

ん
な
矩
を
邸
↑

山
鍵
ぜ
痴

(29
)

○
い
は
ひ
来
し

神
は
蜜
ウ
か
ウ

海
炉
齢
か
俵

組
の
緒
垂
で
て

遊
べ
太
刀
倣
き

(23
)

な
ど
、
明
確
な
意
志
と
自
覚
を
表
明
す
る
言
語
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ム

(漠
然
と
し
た
予
量
)
と
ヤ

(詠
嘆
)
と
で
、
ほ
と
ん
ど
の
統
辞
を
す
ま
せ
る
〈前
張
〉
の
言
葉
は
、

○
難
波
潟

潮
満
ち
来
れ
ば

あ
ま
衣

あ
ま
衣

田
み
の
の
島
に

た
つ
鳴
き
わ
た
る

(36
)

○
さ
い
ば
り
に

衣
は
染
め
む

雨
降
れ
ど

雨
降
れ
ど

う
つ
ろ
ひ
が
た
し

深
く
そ
め
て
ば

(38
)

な
ど
と
条
件
句
を
も

つ
も
の
で
も
、
現
実
を
体
験
の
積
み
重
ね
か
ら
肯
定
的
に
受
容
す
る
傾
向
が

つ
よ
く
、
〈採

物
〉
の
よ
う
な
思
弁

(思

ひ
か
ね
)
の
余
地
が
少

い
。
今
試
み
に
両
者
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
的
な
助
辞
で
、
な
る
べ
く
現
代
語
風
の
例
文
を
作

っ
て
み
れ
ば
、

○
今
こ
そ
そ
の
時
な
る
ぞ
、
は
や
行
く
べ
し
。

と

い
っ
た

〈採
物
〉
的
表
現
が
、
巫
者
の
お
告
げ
か
王
か
将

の
指
令

の
よ
う
に
聞
こ
え
る
の
に
対
し
、

○
そ
れ
今
や
、
は
や
行
き
な
や
。

と

い
っ
た

〈前
張
〉
的
表
現
が
、
ど
こ
か
母
に
催
さ
れ
る
よ
う
な
聞
え
方
を
す
る
こ
と
を
対
比
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と
も

28
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そ

れ
く
ら

い
の
位
相
を
、
両
者
の
言
葉
は
も

っ
て
い
て
、
そ
の
語
感
の
何
程
か
は
、
現
代
語
に
も
継
承
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ

ろ
う
。

奈
良
の
京

の
今
様
、
平
安
貴
族
に
と

っ
て
の
懐
し

い
古
謡
と
し
て
愛
さ
れ
た

「催
馬
楽
」
(注
3
)
は
、
表
に
見

る
と
お
り
、
す
で
に

〈採

物
〉
系
の
ど

の
助
辞
で
も
使
わ
れ
る
歌
を
含
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
ジ

・
マ
ク
ホ
シ

・
ナ
ー
ソ

・
ガ
ニ

・
ナ
ム

・
ゴ
ト
シ
と

い
っ
た

〈採

物

・
前
張
〉
に
は
出
な
い
助
辞
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、

○
夜
妻
は
定
め
ツ
ヤ

さ
き
む
だ
ち
や

(22
)

○
西
寺
の

老
鼠

若
鼠

御
裳
つ
む
ツ

袈
裟
つ
む
ツ

(24
)

○
青
柳
が

し
な
ひ
を
見
れ
ば

今
盛
り
ナ
リ
ヤ

(14
)

○
我
を
恋
ふ
ラ
シ

小
酒
声
ナ
ル
ヤ

(39
)

○
と
さ
ん
か
う
さ
ん
練
る
男

由
こ
さ
る
ラ
シ
ヤ

(13
)

○
我
が
す
る
時
に

会
へ
る
夫
カ
モ
ヤ

(40
)

(番
号
は
岩
波
古
典
大
系
本
)

な
ど
と
、
承
接

の
活
用
形
が
揺
れ
た
り
、
ど
の
助
辞
を
用
い
て
も
終
り
は
ヤ
で
な

い
と
落
ち

つ
か
な
い
風
の
言
葉

遣
い
は
、

い
か
に
も
無

文

字
言
語
の
自
由
な
今
様
歌
ら
し
い
面
影
を
伝
え

て
も

い
る
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
耳
新
し
い
言
葉
も
声
と
し
て
そ

の
ま
ま
と
り
こ
め
る
、

幼
児
が
新
し

い
言
葉
を
真
似
る
よ
う
な
お
の
ず
か
ら
の

「言
向
け
」

融
合
の
名
残
り
を
伝
え
る
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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30

三

暦

数

用

語
と

「
刻
木

・
結

縄
」

古
事
記
の
語
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
東
国
遠
征
の
帰
途
、
甲
斐

の
酒
折

の
宮
に
坐
し
て
、

○
新
ば
り

筑
波
を
す
ぎ
て

幾
夜
か
寝
つ
る

と
歌

い
問
う
た
。
そ
こ
に

「御
火
焼

の
老
人
」
が
、

ひ

○
カ
カ
な
べ
て

夜

に
は
九
夜

日
に
は
十
力
を

と

歌

い
応

え

た

、

と

い
う

周

知

の

一
節

が

あ

る

。

書

紀

に

は

な

い
条

で

も

あ

る

が

、

こ

の

「
カ

カ
な

べ

て
」

の

カ

カ

と

は

、

「
十

力
」

の

カ

と

同

じ

く

「
日
」

を

指

す

と

見

な

さ

れ

て

い
る

。

万

葉

集

に

は

、

○
馬
な

い
た
く
打
ち

て
な
行
き

そ

気
並

べ
て
見
て
も
我
が
帰
く
志
賀

に
あ
ら
な
く

に

(
二
六
三
)

と

、

「
ケ

並

べ

て
」

と

い
う

例

が

あ

り

、

こ

の

ケ

は

、

○
君
が
行
気
長
く
成

ぬ
山
た
つ
の

迎

へ
を
往
か
む
待

つ
に
は
待
た
じ

(九
〇
、
類
歌
八
五

.
八
六
七
)

〇

一
日

こ
そ
人
も
待
ち
よ
き

長
き
気
を
か
く

の
み
待
た
ば
あ
り
か

つ
ま
し
じ

(
四
八
四
)

○
…
…
往
き
隠
る

嶋

の
崎

々

隈
も

お
か
ず

思
ひ
そ
吾

が
来
る

旅
の
気
長

み

(九
四
二

赤
人
)

な

ど

、

「
ケ

長

し

、

長

き

ケ

」

と

い
う

形

、

ま

た

「
マ

ケ

長

く

」

と

、

マ
を

冠

す

る

形

で

、

意

味

上

は

カ

と

同

様

「
日
数

」

の
長

さ

を

言

う

も

の

だ

と

理

解

さ

れ

て

い

る
。

表

記

は

二

十

二

例

す

べ

て

「
気

(
乙

類

)
」

で
あ

る

。

お

そ

ら

く

「
ケ

フ

(今

日

)

・
ケ

サ

(今

朝

)
」

つ
く

や

「
ケ

衣

」

の
ケ

(
日
常

)
と

も

通

う

音

だ

と

思

わ

れ

る

。
ま

た

、

日
数

を

た

ど

る

暦

(
コ
ヨ

ミ

和

名

抄

訓

・
名

義

抄

)
は

、
「
月

よ

み
」

こ

と

一
対

の

「
日

よ

み

」

で

あ

る
と

見

ら

れ

る

が

、

30
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○
春
日
野
の
山
辺

の
道
を

お
そ
り
な
く
通
ひ
し
君
が
見
え

ぬ
許
呂
か
も

(万
葉

五

一
八
)

○
世
間
も
常

に
し
あ
ら
ね
ば

屋
戸
に
あ
る
桜

の
花

の
散
れ
る
比

日
か
も

(同

一
四
五
九
)

　
め

な

ど

の

「
コ

ロ
」

も

、

後

に

「
日

ご

ろ
」

な

ど

と

も

言

わ

れ

る

よ

う

に
な

る

が

、

「
比

日

」

の
用

字

か

ら

し

て

も

コ
だ

け

で

「
日
」

の
意

味

を

持

っ
て

い
た

と

見

ら

れ

る
も

の

で
あ

る

。

「
日

」

の
意

味

に
か

か

わ

っ
て

、

カ

・
ケ

・
コ
と

い
う

交

替

音

が

認

め

ら

れ

る

と

す

れ

ば

、

同

じ

力

行

の

「
キ

の

フ

(昨

日

)

・
キ

ゾ

(昨

夜

)
」

の

キ

も

、

意

味

か

ら

し

て

一
群

の
音

と

見

な

さ

れ

る

。

そ

し

て
、

そ

れ

ら

は

、

一
章

で
見

た

「
木

」

の
音

交

替

と

一
見

対

応

す

る

よ

う

で

も

あ

る

が

、

何

か

か

か

わ

り

が

あ

る

の
だ

ろ
う

か

。

と

こ

ろ

で

、

「
カ

ク

(書

)
」

と

い
う

動

詞

は

、
普

通

は

「
文

字

を

書

く

」

あ

る

い
は

「
絵

を

画

く

」

こ
と

に
決

っ
て
用

い
ら

れ

る

。

「
読

み
書

き

」

と

は

「
文

字

」

に

つ

い

て

い
う

語

で
あ

る

。

し

か

し

、

万

葉

集

に

五

例

し

か

出

な

い

カ

ク

(
「
掻

」

「
懸

」

の
意

は

除
外

)

は

、

当

然

な

が

ら

「
文

字

」

に

は

対

応

し

て

い
な

い
。

そ

れ

は

、

○
吾
が
妻
を
画

に
可
伎
と

ら
む
暇
も
が

(四
三
二
七
)

○
菅
の
根
を
衣
に
書
付

け
服
せ
む
児
も
が
も

(
一
三
四
四
)

え

と

い
う

画

な

ど

に

カ

ク

の

で
な

け

れ

ば

、

○
秋
の
野
に
咲
た
る
花
を

指
折
り
可
伎
数

ふ
れ
ば
七
種

の
花

(
一
五
三
七
)

○
水
の
上
に
数
書
如
き
吾

が
命

(二
四
三
三
)

○
可
伎
加
蘇
布

二
上
山

に

神
さ
び
て

立

て
る
　

の
木

…

(四
〇
〇
六
)

と

い
う

よ

う

に

「
カ
ズ

(
数

)
」

を

カ

ク

の

で

あ

る

。

ち

な

み

に

、

ヨ

ム
方

も

、
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○
白
妙

の

袖
解
き
更

へ
て

帰
り
来
む

月
日
を
数

て

(五

一
〇
)

○
思
ひ

つ
つ

吾
が
寝
る
樹
鞠

は

魏
輸
海

N
癒
か
も

(三
三
二
九
)

○
月
余

米
ば
未
だ
冬
な
り

し
か
す
が

に
霞
た
な
び
く

(四
四
九
二
)

○
時
守
の
打
な
す
鼓
数
見
れ
ば

辰

に
は
な
り
ぬ

(
、
.六
四

.
)

ノ

ノ
へ

っ
ギ

と

、

月

・
日

を

ヨ

ム

、

夜

の
数

を

ヨ

ム

、

鼓

(
時

)

を

ヨ

ム
と

い
う

よ

う

に
、

文

字

ど

お

り

月

ヨ

ミ

・
日

ヨ
ミ

の

こ
と

と

し

て

「
数

」

で

表

記

さ

れ

て
も

い
る

。

カ
ス
数

は

、

カ

キ
ま

た

そ

れ

を

ヨ

ム
も

の

で
あ

っ
た

と

す

る

と

、

ヨ

ム

は

と

も

か

く

カ

ク
は

、

何

を

ど

の

よ

う

に
書

い
た

の
だ

ろ
う

か

。

ま

ひ

か
サ

た
そ

の
数
を
書
く
必
要
性
が
、
ヨ
ム
の
例
か
ら
類
推
し
て
、
何
よ
り
も
日
数
を
書
く
も
の
だ

っ
た
と
す
る
と
、
当
然
そ
れ
は
、
何
ら
か
の

暦

の
存
在
を
窺
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
『階
書
倭
國
傳
』
中
の
記
事
、

○
無
文
字
、
唯
剣
辰
給
紐
、
敬
仏
法
於
百
済
求
得
仏
法
、
始
有
文
字
。

の
、
「刻
木
結
縄
」
が
文
字
の
代
用
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
そ
の

「刻
木
」
が
カ
ク
と

い
う
こ
と
で
は
な

い
か
。
カ
ク
と
は
、

「掻

く
」
意
と
も
ど
も
、
尖

っ
た
物
の
先

で
面
を
刻
す
る
、
い
わ
ば

「ひ

っ
か
く
」
こ
と
で
あ
る
。
土
器
や
銅
鐸

な
ど
に
残
る
具
象
画
も
、

多

く
は
線
刻
で
も
あ
る
。
な
お
、
先
年
、
岡
山
市
国
体
町

の
南
方
遺
跡

(弥
生
中
期
)
か
ら
、
幅
六
・五

㎝
、
長

さ
五
十
八

.
三
㎝
の
枠

な

い
し
剣
体

の
細
長
な
木
面
に
、
少
し
ず
つ
形
の
違
う
細

い
木
の
葉
様
の
線
刻
を
、
横
二
列
に
計
三
十
ほ
ど
カ
キ

つ
け
た
木
が
出
土
し
た
。

先

端
は
や
や
磨
り
減
り
、
衝

い
て
用

い
た
様
で
あ
る
が
、
占
と
暦
を
か
ね
た
巫
者
な
ど

の
携
帯
物
だ

っ
た
可
能
性

が
思
わ
れ
る
。
冒
頭
か

は

ら

見

て
来

た

カ

な

い
し

ケ

は

、

直

接

「
日

」

を

指

す

と

い
う

よ

り

も

、

日
毎

に

カ

キ

刻

ん

だ

カ
な

い
し

ケ

(卦

)

の

こ
と

だ

っ
た

と

思

わ

れ

る

。

「
カ

カ

並

べ

て
、

ケ

並

べ

て
」

と

は

、

す

な

わ

ち

そ

の
カ

(
線

刻

)

を

並

べ

た

も

の

で

、

お

そ

ら

く

「
御

火

焼

の
老

人

」

は

、

そ
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よ

の
カ
を
数
え
て

「十
ヵ
」
と
し
、
カ
の
間
を
数
え
て

「九
ヨ
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
斎
明
紀
六
年
五
月

・
天
智
紀
十
年
四
月
に

見
え
る

「漏
剋
」
に
は
、
「
ト
キ
ノ
キ
ザ
ミ
」
と

い
う
古
訓
が
あ
り
、
何
ら
か
の
方
法
で
ト
キ
も
キ
ザ
ム
と
い
う

こ
と
を
し
て
い
た
の
か

も
知
れ
な

い
。

さ
て
、
そ
れ
な
ら
ば
、

一
方

「
長
き
ケ

・
ケ
長
し
」
と
は
、
ど
の
よ
う

に
長

い
と

い
う

の
だ
ろ
う
か
。
「
日
長
」
と

い
う
と
、
「
霞
立

つ

長
き
春
日

(万

八
四
六
)」
等
の
表
現
も
す
で
に
あ
る
よ
う
に
、
昼
間
が
長
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
春

の
遅
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、

「
ケ
長
し
」
と
は
、
先

に
挙
げ
た
例
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
「月
日
の
数
多
く
な
り
ぬ
れ
」

(万

一
六
七
)
と
ほ
ぼ
同
義
の
、
日
数
を
重

ね

る
こ
と
で
あ
る
。

一
日
毎
に
線

に
丸
印
な
ど
入
れ
な
が
ら
、
日
を
重
ね
る
に
連
れ
て
長
く
引
き
延
し
て
書

い
て
ゆ
く
こ
と
も
可
能
か
も

　　

知

れ

な

い

が

、

こ

の

「
長

し

」
と

は

、
む

し

ろ

階

書

に

い
う

「
結

縄

」

の
方

に

か

か

わ

る

可

能

性

が

考

え

ら

れ

る

。

つ
ま

り

縄

(
綱

・
紐

・

は

つ

み

そ

緒
)
な
ど
に
日
毎
に
ク
ク
リ
節

(結
)
を
し
て
、
そ
れ
を

「
ク
リ
の
べ
」
な
が
ら
日
を

ヨ
ム
、
あ
る
い
は
す
で
に
二
十
力
な

い
し
三
十
力

の
ク
ク
リ
の
あ
る
ク
ズ

(葛
)
の
蔓
な
ど
の
い
わ
ば

コ
ヨ
ミ
を
繰

っ
て
は
、
日
の
経

つ
こ
と
を

「
ケ
長
く
な
り
ぬ
」
と
確
認
し
た
と

い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
「
日
め
く
り
」
な
ど
と

い
う
言
葉
に
も
そ
の
ク
ル
と

い
う
音
が
入
り
込
ん
で
残

っ
た
と
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
荒
玉
の
年

の
緒
長
く
」
と

い
う
、
万
葉
集
に
十
数
度
出
る
決
ま
り
文
句
も
、
か

つ
て
年
を
繰
る

(ク
ク
リ
の
代

り
に
荒
玉
を
通
し
た
?
)

長

い
緒
が
あ

っ
た
こ
と
を
枕
詞

(口
碑
)
的
に
口
承
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

と

と

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

○

い
つ
れ
そ
も
泊
ま
り

か
の
崎

こ
え
て

み
山

の
小

つ
づ
ら

く
れ
く
れ
小

つ
づ
ら

(神
楽
歌

早
歌
)

つ
つ
ら

と

い
う

「く
れ
く
れ
小

葛

」
も
そ
の
あ
た
り
に
か
か
わ

っ
て
、
時

の
経
過
を
催
す

「早
歌
」
と
な
り
え
た

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
出
雲
風

土
記
意
宇
郡
に
見
え
る

い
わ
ゆ
る

「
国
引
き
」

の
、

つ

づ

ら

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

○
霜
黒
葛
く

る
や
く
る
や
に

河
船

の
も
そ
ろ
も

そ
ろ
に

国
来
国
来
と
引
き
来
縫

へ
る
国
は
、
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と

い
う

口
承
が
、
出
雲
系
神
話
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
葛
を
ク
リ
の
べ
る
コ
ヨ
ミ
の
方
は
本
来
は
葦
原
中
国
系
、
そ
れ
に
対
し

て

カ

(
ケ

)

を

並

べ

カ

ク

の

は

ヤ

マ
ト

族

系

だ

っ
た

の

か

も

知

れ

な

い
。

な

お

、

「
モ

ソ

ロ
く

」

と

対

応

す

る

「
ク

ル
ヤ

く

」

と

は

、

　
の

初

め

い
わ

ゆ

る

擬

態

語

に

発

し

て

い

て

、

「
繰

る

」

と

い
う

動

詞

が

導

か

れ

た

の

は

、

後

で

は

な

い
か

と

思

わ

れ

る
。

○
玉
葛

い
や
遠
長
く

祖

の
名
も

継
ぎ
行
く
も

の
と

(万
葉

四
四

二
)

○

つ
が
の
木

の

い
や
継
ぎ
嗣
ぎ

に

玉
葛

絶

ゆ
る
事
な
く

(同

三
二
四
)

な

ど

の

「
玉

拶

.
」
が

、

永

続

性

の
象

徴

の
よ

う

に

歌

わ

れ

る

の
も

、

歌

人

の
直

感

の
修

辞

な

ど

で

は

な

く

、

万

葉

語

以

前

の

そ

の
昔

に

は

、

実

用

的

な

意

味

が

響

い

て

い
た

の

で
あ

る

。

過

ぎ

行

く

時

間

は

、

そ

の
ま

ま

で

は

と

ら
え

所

が

な

く

、

そ

れ
を

「
長

し

」

と

と

ら

え

る

の

は

、

過

去

の
体

験

の

記

憶

を

は

る

か

「
遠

し

」

と

と

ら

え

る

よ

り

も

、

実

感

的

な

根

拠

を

も

た

な

い
限

り

む

ず

か

し

い
も

の
で

あ

る
。

さ

て
、

す

で

に
高

度

に
完

成

し

た

文

字

言

語

シ

ス

テ

ム

を

持

っ
て

い
た

大

陸

階

書

の
記

述

者

が

、

無

文

字

時

代

の
倭

国

に

お

い

て

、

文

字

に
代

わ

る

も

の
と

見

た

の

は

「
刻

木

結

縄

」

だ

っ
た

。

し

か

し

、

万

葉

集

に
見

ら

れ

る

倭

国

内

の
知

識

人

ら

の
感

覚

は

、
次

の
よ

う

に

必

ず

し

も

そ

う

で

は

な

か

っ
た

よ

う

で

あ

る
。

○
神
代
よ
り

云
伝

て
来
ら
く

虚
見

つ

倭

の
国
は

皇
神

の

い
つ
く
し
き
国

言
霊

の

さ
き
は

ふ
国
と

カ
タ
リ
継
ぎ

イ

ヒ
ツ
ガ
ピ
ケ
リ
:
:
・.

(万
葉

八
九
四

憶
良
)

○
語
告
ぎ

言
継

ゆ
か
む

不
尽
の
高
嶺
は

(同

三

一
七

赤
人
)

○
親
族
共

い
ゆ
き
集
ひ

永
き
代

に

標

に
せ
む
と

遠
き
代

に

語
り
継
が
む
と

処
女
墓

中
に
造
置
き

壮
士
墓

此

の
方
彼

の
方
に

造
り
置

け

る

故
縁
聞
き

て
…
…

(同

一
八
〇
九

虫
麻
呂
)

○
蓋

し
聞
く
、
上
古

の
世
、
未
だ
文
字
有

ら
ざ

る
と
き
、
貴
賎

・
老
少
口
口
に
相
伝
え
、
前
言
往
行
存
し
て
忘
れ
ず
。
書
契
あ
り

て
よ
り
以
来
、
古
を
談
る
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こ
と
を
好
ま
ず
。
浮
華
競
ひ
興
り
て
還
り
て
旧
老
を
暇
ふ
。

(古
語
拾
遺

斎
部
広
成
)

と

、
彼
ら
が
挙

っ
て
言
う

の
は
、
口
々
の
語
り
継
ぎ

ー
声
に
よ
る
口
承
で
あ
る
。
た
だ
し
、
神
代
か
ら
の
祖
先

の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
来

歴

の
数
々
を
、
語
り
継
ぎ
言

い
継
ぐ
こ
と
は
、
「貴
賎
老
少
」
こ
も
ご
も
に
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
記
紀
が
主
要
視
す
る
よ
う
な
神
々
や

す
め
ろ
き

皇
祖

一
統
の
単
調
か

つ
輻
韓
し
た
系
譜
や
歴
年
等
を
、
刻
々
に
消
え
去
る
声

の
み
で
伝
承
す
る
の
は
至
難
の
わ
ざ

で
も
あ
る
。
や
は
り
そ

こ
に
は
、
何
ら
か
の
暦

の
よ
う
な
シ
ル
シ
と
な
る
も

の
が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
記
憶
を
繰
り
出
し
易

い
節
の
あ
る
歌
語
り
で

さ
え
、
そ
の
拠
り
所
に
は
、
右

の

一
八
〇
九
番
が
い
み
じ
く
も

「
語
り
継
」
と
並
べ
て
言
う

「永
き
世
の
標
」

の
石

(墓
標
)
や
、

○
処
女
ら
が
後
の
表
と

黄
楊
小
櫛

生
更
り
生
ひ
て

靡
き
け
ら
し
も

(四
二
一
二
)

し
る
し

と

い
う

表

の
木
が
、
そ
れ
な
り
に
必
要
で
も
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
は
共

に
ト
キ

ハ

(常
磐

・
常
葉
)
と

い
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
で

も

石
碑
を
立
て
た
り
記
念
樹
を
植
え
た
り
と
い
う
遺
風
と
な

っ
て
も

い
る
。
し
か
も
木
は
、
右
の
四
二

一
二
番
、
あ
る
い
は
、

○
…
…
み
湯
の
上
の

樹
群
を
見
れ
ば

臣
の
木
も

生
ひ
継
ぎ
に
け
り

と

次

々
と

老

木

に

若

木

が

生

い
継

ぎ

な

が

ら

、

○
茂
岡
に
神

さ
び
立
ち

て
栄
え
た
る

千
代
松

の
樹

の
歳

の
知
ら
な
く

○
天
飛
ぶ
や
軽

の
社

の
斎
ひ
槻

幾
世
ま

で
あ
ら
む
隠

り
妻
そ
も

む

ろ

の

き

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

○
吾
妹
子
が
見

し
靹

の
浦

の
天
木
香
樹
は

常
世
に
あ

れ
ど
見
し
人
そ
な
き

と

、

ト

コ
シ

へ
の

ヨ

ハ
ヒ
を

伝

え

、

石

よ

り

も

は

る

か

に
人

に

近

い
存

在

で
も

あ

る

。

○
霜
八
た
び

置
け
ど
枯
れ
せ
ぬ

さ
か
き
葉

の

立
ち
栄

ゆ
べ
き

神

の
木
根
か
も

と

い

っ
た

、

「
枯

れ

せ

ぬ

」

ト

キ

ハ
木

の
栄

え

こ

そ

が

、

そ

れ

ゆ
え

に

、

(九
九
〇
)

(二
六
五
六
)

(四
四
六
)

(神
楽
歌

5
)

35
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○
百
足
ら
ず

八
十
葉
の
木
は

大
君
う
か
も

(仁
徳
紀
三
十
年
)

と

、
そ
れ
と

一
体
化
さ
れ
る
人
の
上
に
も
願
わ
れ
る
。

○
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば

大
王
の
御
寿
は
長
く
天
足
ら
し
た
り

(万
葉

一
四
七
)

と

い
う

「
(天
智
)
天
皇
聖
躬
不
予
之
時
太
后
奉
御
歌
」
と
題
詞
の
あ
る
歌
は
、
そ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、
栄
え

の
木
が
天
を
足
ら

し
茂

っ
て
い
る
と
、
揮
身
の
言
祝
き
が
奉
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
の
寿
は
、
い
ず
れ
は
衰
え
死
ぬ

「花
物
」
で
あ
る
。
そ
の
予

兆
と

な
る
不
吉
な

「
木
枯
れ
」
が
、
後
に

「稼
れ
」
と
さ
れ
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
と
想
像
も
さ
れ
る
。

し
る
し

し

か

し

な

が

ら

、

木

の
生

長

が

人

の
イ

ノ

チ

あ

る

い
は

ヨ

ハ

ヒ

の

表

と

さ

れ

て

い
た

と

し

て
も

、

そ

れ

が

そ

の

ま

ま

「
刻

木

」

で

あ

る

と

は

言

い
難

い
。

シ

ル

シ

が

「
刻

木

」

と

か

か

わ

る

か

と

思

わ

せ

る

の

は

、

○
新

し
き
年

の
始
め
に
豊
の
と
し

シ
ル
ス
と
な
ら
し

雪

の
降
れ
る
は

(万
葉

三
九

二
五
)

○
古
昔

ゆ

な
か
り
し
瑞

た
び
ま
ね
く

申

し
た
ま

ひ
ぬ

手
操
き

て

事
無
き
御
代
と

天
地

日
月
と
共
に

万
世
に
記
続
が
む
ぞ

(同

四
二
五
四

家
持
)

と

、

ト

シ
を

シ

ル

シ

、

ヨ

(代

)

を

記

ス

と

言

わ

れ

る

場

合

で
あ

る

。

た

だ

、

そ

の
表

現

を

も

つ
右

の
二

首

は

、

万

葉

最

晩

期

の
も

の

で

、

慣

用

表

現

と

し

て

は

古

い
語

感

が

伝

え

ら

れ

て

は

い

て
も

、

実

際

は

す

で

に

「
書

契

」

が

意

識

さ

れ

て

、

「
記

」

の
字

も

宛

て

ら

れ

て

い

る

の

だ

ろ
う

。

と

こ

ろ

で

、

「
キ

ザ

ム

(刻

)
」

の

キ

ザ

あ

る

い

は

キ

サ

と

は

、

和

名

抄

に

「樗

、

漢

語

抄

云

岐

佐

…

…

木

文

也

」

(草

木

部

木

類

)

と

キ

メ

い
う

キ
サ

(木
文
-
年
輪
)
に
通
う
音
だ
と
見
ら
れ
て
い
る
。
「木
目
」
と

い
う
の
も
本
来
は

「
ス
グ
ニ
タ

(チ
)
タ
ル
」
年
輪

の
こ
と

キ
サ

キ
サ

だ
と

鎌
倉
期
の
語
源
書

『名
語
記
』

(巻
九
)
は
い
う
。
「
み
吉
野
の
象
山

(万

九
二
四
)

・
象

の
中
山

(同

七
〇
)」
な
ど
と
詠
ま

36
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れ

て
い
る
吉
野
の
山
名
は
、
「象
」
の
字
が
宛

て
ら
れ
て
い
る
が
、
当
然

「木
文

・
木
目
」
の
意
を
も

っ
て
い
た
キ
サ
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

い
わ
ば
霊
鳥
も
す
だ
く

「
ク
ク
年
神
」

の
山
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
キ
サ
は
、
木
が
み
ず
か
ら
刻
ん
だ
、
豊
の
年

さ
え
読
み
と
る
こ
と
も

つ
く

こ

可

能

な

、

歴

年

と

い
う

神

わ
ざ

で
あ

る

。

そ

れ

は

、

「
ト

シ

(稲

作

の

一
め

ぐ

り

)
」

や

「
月

よ

み

日

よ

み

」

の

よ
う

に
循

環

す

る

時

で

は

な

く

、

「
遠

長

く

」

永

続

す

る

ト

キ

を

キ

ザ

ん

で

「
ト

コ

ヨ
」

に
神

さ

び

て
存

在

す

る

。

き

さ

お
そ
ら
く
、
大
王
の
御
ケ

(神
木
)
と
伝
え
ら
れ
る
木
の
樹
齢
を
、
何
ら
か
の
方
法
で
数
え
て
み
た
ら
、
百
数

十
キ
ザ
だ

っ
た
と
知
れ

た

と
い
っ
た
こ
と
も
、
木
と

一
体
で
生
き
て
い
た
ヤ
マ
ト
人
に
は
早
く
か
ら
な
さ
れ
て
い
て
、
記
紀
伝
説
の
い
に
し
え
の
ス
メ
ロ
キ
た
ち

の
超
高
齢
は
、
必
ず
し
も
や
み
く
も
に
設
定
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
木
の
国
が
紀
の
国
と
な
さ
れ
た
の
は
、
木
と
は
す
な

わ

ち
紀
を
知
る
も
の
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
紀
の
国
の
出
自
と
さ
れ
る

一
章

で
も
触
れ
た

「建

(武
)
内
宿
祢
」
は
、
仁
徳
天
皇
か
ら
、

37

0
た
ま
き
は
る

内
の
あ
そ

汝
こ
そ
は

ヨ
の
遠
人

汝
こ
そ
は

国
の
長
人

あ
き
つ
島

や
ま
と
の
国
に

雁
子
む
と

汝
は
き
か
ず
や

(仁
徳
紀
五
十
年
)

と

、
「遠
長
き
」

ヨ
ハ
ヒ
を
寿
か
れ
た
人

で
も
あ

っ
た
。
古
事
記
に
よ
れ
ば
、
彼
は
御
真
木
命

(崇
神
)
と
同
じ
く
倭
根
子
日
子
国
玖
琉

命

(孝
元
)

の
孫
に
あ
た
り
、
母
は
木
造
の
祖
宇
豆
比
古

の
妹
山
下
影
比
売
、
そ
し
て
、

い
ず
れ
も
宿
祢

の
つ
く

七
男
と
二
女

の
系
譜
が

臣

下
と
し
て
は

「
異
例
」

(岩
波
大
系
頭
注
)
の
記
さ
れ
方
を
す
る
人
物
で
あ
る
。
書
紀
で
は
、

一
章
に
引
い
た

景
行
紀
三
年
の
紀
伊
国

祭
祀

の
後
に
、
同
様
な
出
自
が
記
さ
れ
、
た
だ
し
そ
こ
で
は
孝
元
の
玄
孫
と
す
る
。
成
務
紀
に
は
ま
た
、
成
務
と
武
内
宿
祢
は
出
生
が
同

じ

日
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。
キ
ヅ
ナ
が
強

い
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
仲
哀
記
紀

で
の
神
功
皇
后
の
サ
ニ
ハ
と
し
て
の
役
割
、

そ
し
て
、
老
境

の
仁
徳
か
ら
さ
ら
に

「
世
の
長
人
」
と
言
わ
れ
た
右

に
挙
げ
た
歌

の
物
語
な
ど
が
注
目
さ
れ
、
景
行

・
成
務

・
仲
哀

・
神
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功

・
応
神

・
仁
徳
の
各
朝
に
活
躍
が
記
さ
れ
、
そ
の
齢
を
す
べ
て
数
え
る
と
三
百
歳
も
の
長
寿
と
な
る
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
歌
に

「
ウ
チ
の
あ
そ
」
と
歌
わ
れ
、
ま
た
、
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
の
タ
ケ
ル
が
熊
襲
タ
ケ
ル
か
ら
も
ら

っ
た
名
で
あ
る
と

い
う

こ
と
か
ら
し
て
も
、
「建

(
武
)
」
と
は
、
強
者
を
称
え
る
い
わ
ば

一
般
的
な
冠
辞
で
あ
り
、
「武
内
」
と

い
っ
た
固
有

の
姓
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
ウ
チ
ノ
ス
ク

ネ

と
は
、
平
安
期

の
内
大
臣
あ
る
い
は
侍
従
大
納
言
と

い
っ
た
地
位
に
あ
た
る
臣
、
ス
メ
ロ
キ
と
根
を
同
じ
く
し

て
内
側
か
ら
支
え
助
け

　ぬ

ス
ク

ネ

る
後
見

の
よ
う
な
臣
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
宿
祢
と
は

「助
根
」
で
あ
る
。
単
に

「根
の
臣
」
と
い
う
言

い
方
も
、
安
康
記
に
見
え
る
。
方

言
資
料
に
よ
れ
ば
、
熊
本
県
の
古

い
方
言
で
は
、
ス
ク
ネ
と
は
、
草
木

の
宿
根
あ
る

い
は
掘
り
出
さ
れ
た
根
を

い
っ
た
由
で
あ
る
が
、
何

程
か
本
義
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
景
行

・
成
務
朝

の
タ
ケ
内
宿
祢
と
、
仁
徳
朝
の
そ
れ
が
、
同

一
人
物
で
あ
る
必
然
性

は
語
り
の
展
開
上
も
見
当
ら
な

い
。

記
紀

の
残
す
古
来
の
皇

の
称
号
は
、
本
来
、
石
や
木
や
鳥
や
田
等
に
托
さ
れ
た
部
族
文
化

の
呪
的
で
象
徴
的
な
意
味
合
を
担

っ
て
い
た

と

思
わ
れ
る
が
、
呼
称
だ
け
見

て
も
、
必
ず
し
も
単
純
な

一
系
と
は
思
え
な

い
そ
れ
ら
を
、
遠
長

い
時
の
流
れ
の
上
の
系
譜

.
系
統
と
し

て
組
み
立
て
伝
承
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
右
の
代

々
の
タ
ケ
内
宿
祢
の
力
な
ど
が
大
き
か

っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

つ
ま
り
そ
れ
は
、

枝

わ
か
れ
や
根
の
か
ら
み
、
年

々
の
生
長
の
姿
や
年
輪
等

の
観
察
か
ら
鍛
え
ら
れ
た

い
わ
ば
木
的
構
想
力

.
統
合

力
の
産
物
で
も
あ

っ
た

だ

ろ
う
。
言
葉
と
は
、
そ
う
し
た
様
々
の
文
化
的
社
会
的
背
景
と

一
体
で
存
在
す
る
も

の
で
、
と
り
わ
け
無
文
字

社
会
の
神
語

(象
徴
)

的
な
言
葉
を
、
文
字
言
語
と
し
て
の
み
抽
象
的
に
分
析
し
て
知
れ
る
こ
と
に
は
、
限
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

時
代
は
下

っ
て
平
安
盛
時
、
「
日
本
紀
な
ど
は
か
た
そ
ば
ぞ
か
し
」
と
、

ワ
タ
ク
シ
の
女
語
り
を
標
榜
し
た
源
氏
物
語
の
出
現
に
刺
激

さ
れ
て
、
ヤ
マ
ト
言
葉
で
の
オ
ホ
ヤ
ケ
の
昔
物
語
を

つ
よ
く
意
識
し
た

『大
鏡
』
の
筆
者
は
、
主
要
な
語
り
手

の
翁

「
オ
ホ
ヤ
ケ
の
世
継
」

と
と
も
に
、
「
夏
山
茂
木
」
と

い
う
翁
を

ワ
キ
に
立

て
た
。
万
葉
歌
に
は
二
十
四
例
あ
る

「
ス
メ
ロ
キ

(
の
神
の
命
)」
と

い
う
呼
称
は
、

38
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八
代
集

の
和
歌
に
は
、
新
古
今
の

一
首
以
外
姿
を
消
し
、
女
房
の
か
な
文
学
に
も
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
が
、
大

鏡
だ
け
は
五
例
、
ミ
カ

ド
と
ほ
ぼ
同
義
で
ス
ベ
ラ
ギ
が
用

い
ら
れ
、

○
ス
ベ
ラ
ギ
の
あ
と
も
つ
ぎ
つ
ぎ
か
く
れ
な
く

あ
ら
た
に
み
ゆ
る
ふ
る
鏡
か
も

と
、
世
継
に
歌
わ
せ
て
も

い
る
。

○
う
え
木
は
、
根
を
生
し
て
つ
く
ろ
ひ
生
し
立
て
つ
れ
ば
こ
そ
、
枝
も
し
げ
り
て
木
の
実
も
む
す
べ
や
。

と

、
皇

.
臣
の
繁
栄
を
木
に
見
立
て
る
言
も
見
ら
れ
る
。
平
安
期
の
貴
族
た
ち
も
、
ま
だ
そ
の
頃
ま
で
は
、
年
に

一
度
の
宮
び
か
な
神
楽

次

第
の
折

々
な
ど
、
み
ず
か
ら
の
出
自

へ
の
は
る
か
な
記
憶
を
、
半
ば
無
意
識
に
蘇
ら
せ
る
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
し

か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
す
で
に
万
葉
集
で
、

○
い
つ
の
間
も
神
さ
び
け
る
か

香
具
山
の
鉾
橿
が
末
に
こ
け
む
す
ま
で
に

(二
五
九
)

と

歌
わ
れ
て
も

い
た
よ
う
な
、
ひ
た
す
ら
理
会
を
超
え
た
神
さ
び
た
世
界
の
こ
と
と
し
て
時
の
彼
方
に
封
じ
こ
め
て
、
千
年
も
、
そ
し
て

二
千
年
も
、
経
て
来
た
の
で
あ
る
。

(国
文
学
専
攻

教
授
)
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(15

注所
功

『伊
勢
神
宮
』

(講
談
社
学
術
文
庫
)
〈
遷
宮

の
概
要
〉

木
村

「
『葦
原
中
国
』

語
彙

の
伝
承
ー
占
層
日
本
語
の
融
合
構
造
ー
」

(奈
良
大
学
大
学
院
研
究
年
報
第
六
号
)

木
村

「神
話
記
号
と
し
て
の
母
音

の
伝
承
-
占
層
日
本
語
の
融
合
構
造
l
」

(奈
良
大
学
大
学
院
研
究
年
報
第
四
号
)

ジ
ャ

ッ
ク

・
プ

ロ
ス

『世
界
樹
木
神
話

ζ
〈
↓
=
○
[
○
○
臼

O
団

〉
幻
oσ
幻
国
しり
』

(藤
井

・
藤

田

・
善
本
訳
、
八
坂
書
房
)

〈日
本
語
版

へ
の
序
文
〉
に
も
触
れ

ら
れ
て
い
る
。
そ

の
他
、
地
球
k
に
広
が
る
木

へ
の
神
霊
的
想

い
入
れ
が
知
ら
れ
、
興
味
深

い
。

発
音
意
識

は
同

一
で
も
、
正
書
法

が
な

け
れ
ば
書
き
と
る
表
記
が
揺

れ
る
こ
と

は
当
然
あ
り
う
る
。
「
ス
ベ
神

・
ス
メ
神
」

「ト

ヨ
ラ

・
ト

ユ
ラ

(豊
浦
)」

「
カ
ム
ナ
ギ

・
カ
ゥ
ナ
ギ

・
カ

ン
ナ
ギ
」
な
ど
。
占
代
語
表
記

に
用

い
ら
れ
た
漢
字
音
を
抽
象
的
な
音
韻
と
し

て
絶
対
視
す
る

の
は
、
疑
問
で
あ

る
。

い

ノ

神
木

の

「板
」
を
神
霊
の
依
り
代
と
す

る
感
覚
は
、
今
昔
物

語
集

27
1

18
の
鬼
が
板

に
変
身
す
る
話

や
、
保
元
物
語
上

の
鳥
羽
法
皇
参
詣

の
際

の
山
L
無

双

の
巫

「
伊
岡

の
イ
タ
」
と

い
う
名

、
あ

る
い
は
陸
奥

の
巫
イ
タ

コ
な
ど
に
も
伝
わ

っ
て
い
る
。

反
復

さ
れ

る
歌

に
ど
う
番
号
を
打

つ
か
等

で
、
岩
波
古
典
文
学
大
系
な
ど
と
若
干

の
違

い
が
あ
る
の
で
、
用
語
の
違

い
を
見
る
上
で
都
合

の
よ

い
方
を
採

用

し
た
。

西
角
井
正
慶

『神
楽
研
究
』

(畝
傍
書
房

)、
他
。

「柴
」
を

フ
シ
と

い
う

の
は
、
記
紀

が

「葦
原
中
国
」
語
と
し

て
特
記
す

る
も

の
で
あ
る
。
注

(
2
参

照
。

木
村

「占
代
B
本
語
に
お
け
る

〈む
し
〉
の
イ

メ
ー
ジ
」

(奈
良
大
学
紀
要
第
f
五
ロゲ
)

注

(
3
に
海
人

の
文
化
と

の
関
連

で
引
用

し
た
、

マ
リ
ノ
フ
ス
キ

ー

『西
太
平
洋

の
遠
洋
航
海
者
』

(中
央
公
論

「世
界

の
名
著
五
九
」
)

の
中
に
、

「み
さ

ご
よ
、
汝

の
獲
物
に
と
び
か
か

っ
て
、
捕
ら
え
よ
」

と

い
う

そ

っ
く
り

の
呪
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
風
の
如
き
船

(ヵ

ヌ
ー
)
を
歌
う
呪
歌
も
あ

る
。

記
紀
歌
謡

の
大
半

は
、
本
来
何
ら
か

の
呪
歌
な

い
し
神
歌
と
し
て
の
暗
喩
を
も

つ
と
思
わ
れ
る
。

木
村

「
稲
作
語
源
誌
」

(奈
良
大
学
紀
要
第
、
4t

、.号

)

川

田
順
造

『無
文
字
社
会

の
歴
史
』

(岩
波
書
店
)

ケ

リ

カ

フ

日
本

語

の
系

統

の

一
つ
と

し

て

、
諸

先

学

か

ら

注

目

さ

れ

て
来

た

ツ
ン

グ

ー

ス
系

の
高
句

麗

語
と

の
か

か
わ

り

が

注

目
さ

れ

る

。
木

の
神

話

が

、
韓

国

(半

島

)

・
筑

紫

(北
九

州

)

・
紀
伊

と

地

名

を

出

す

の
も

暗

示

的

で
あ

る
が

、

そ

れ

以

L

の

こ
と

は

よ
く

分

か

ら

な

い
。

慣

用

に
よ

っ
て
語

の
本

義

が

曖

昧

に
な

る

と

、

そ

の
意

味

を

抽

出

明

示

し

て

冠

す

る

例

は

、

ワ
ザ

↓

神

ワ
ザ

・
ク
ヅ

↓

木

ク
ヅ

・
シ

ル
シ

↓

目

ジ

ル

シ

・

ま

モ

ル
↓

目

モ

ル

・
タ

ス
ケ
↓

手

ダ

ス
ケ

、

な

ど
。
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(
16

毛
筆
に
対
し
、
後

世

い
わ
ば
裏

ワ
ザ
と
な

っ
た
角
筆

た
と
も
言
え
る
。

(小
林
芳
規

『角
筆
文
献

の
国
語
学
的
研
究
』
)

の
方
が
、
本
来

の

「
カ
ク
」

こ
と
を
継
承
し
て

い

(
17

'1`.

O
1一噛
♂

華
馨
業
d
謹

スメロキ〈木神〉たちの 「言向け」 と統辞

(
18

(
19

(
20

(
21

「
岡
山
市

埋
蔵
文

化
財
の
概
要

(平
成
六
年

度
)」

岡
山
市
教
育
委
員
会

(扇
谷
由
氏
担
当
)

よ
り
。
中
央
部
縦
線
は
、
盛

上
り
部

の
損
傷

で
、
画
で
は

な

い
。
な
お
、
細
長

い
竹
札
に
、
三
十

本
ほ
ど

の
横
罫
と
絵
も
少
し
混

っ
た
も

の
を

カ
キ
、
船
形
板
に
十

一
本
並

べ
て
吊
り

下
げ
た
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
の
海

洋
民

の
暦

の

一
本
に
も

似
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。

易

の
八
卦

(
カ

・
ケ
)
は
、
短

い
横
線

の
組
合

せ
で
示
さ
れ
る
。
あ
る

い
は
そ
れ
に
も
通
う
、
か

つ
て
大
陸
出
自

の
音
だ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
国
体

町
出
土
の
右

の
線
刻
も
、

一
部
卦

に
似
た
感
も
あ

る
。

綱
と
縄
は
同
類
と

の
大
殿
祭
祝
詞

の
注
が
あ
る
が
、
「
ヒ

モ
の
ヲ
、

ツ
ル
ギ

の
タ
チ

・
タ
タ
ミ

コ
モ
」
等

の
歌
語
は
、
本
来
同
義

別
系
統

の
単
語

の
習
合

語
で
、
漢
語
導
入

の
際
の
文
選
訓
み

の
発
想
の
源

で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

注

(
2
で
考
察
し
た
よ
う
に
、

ル
語
尾
動
詞
は
ヤ

マ
ト
系
と
見
ら
れ
る
。

ル
語
尾
動
詞
に
し

て
い
わ
ば
ヤ

マ
ト
語
に

「言
向
け
」
た

の
で
あ
る
。

「
ル
」

の
言
向
け
力
は
現
代
語
に
も
ま
だ
生
き

て
い
る
。

平
安
期

の
藤
原
氏
の
よ
う
な

い
わ

ゆ
る
外
戚

で
は
な
く
、
帝
と
根

(源
)
を

一
に
す
る
源
氏

に
あ
た

る
。
た
だ
し
、
ミ
ナ
モ
ト
は

「水
な
元
」
で
、
こ
ち

ら
は
水
源
か
ら
出
た
言
葉
。

41

41



Theintegratingpowerandtheinternal

syntaxofSumerokigodsoftree

TheunitedsystemofoldstratuminJapanese

NorikoKIMURA

42


